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職場体験を受け入れました。職場体験を受け入れました。

　中学生の職場体験として、11月8日から10日までの３日間、北陵中学2年生4人を受け入れました。和綴本の修復、
裏張りはがしや展示の入れ替えなど博物館資料に直接ふれる業務や草むしりなど様々な業務を体験してもらいました。
　写真は、裏張りはがしをしているところです。襖や壁紙などの強度を保つために貼られた紙を一枚一枚丁寧にはがし
ていきます。中には興味深い記述があるものもあり、中学生も興味津々でした。
4人ともしっかりと取り組んでくれました。

文化財めぐりを実施しました。文化財めぐりを実施しました。

　11月4日に第113回文化財めぐりを実施しました。本来は10月28日に実施する予定でしたが、台風のために延期となり、
翌週の4日となりました。
　この日もあいにくの曇り空で心配しましたが、昼食時以外は小雨程度で、小原・大田などで予定していた見学ポイントを
すべて回ることができました。
　写真は大田神社見学の様子です。小原、大田ともに天保8年（1837）の村絵図が残されており、江戸時代の様子を想像
しながら歩きました。

みんなよく
がんばって
くれました！

博物館キャラクター「鶴若」
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資料紹介

は
じ
め
に

　

こ
の
資
料
は
、
旧
津
山
藩
士
丸
尾
家
の
ご

子
孫
か
ら
当
館
へ
寄
贈
さ
れ
た
文
書
の
一
つ

で
、
慶
応
３
年
（
１
８
６
７
）
３
月
、
当
時

数
え
で
21
歳
の
丸
尾
元
意
に
よ
る
江
戸
下
向

時
の
道
中
記
録
で
す
。①

　

全
６
丁
の
横
長
帳
の
末
尾
に
紙
を
貼
り
継

い
だ
も
の
で
、
前
半
は
旅
程
の
記
録
と
道
中

に
掛
か
っ
た
経
費
の
集
計
、
後
半
は
前
半
の

記
録
内
容
を
補
足
説
明
す
る
父
親
宛
の
書
簡

で
、
末
尾
に
４
月
２
日
の
日
付
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

丸
尾
家
お
よ
び
元
意
に
つ
い
て

　

丸
尾
家
は
、
寛
延
４
年
（
１
７
５
１
）
に

町
医
師
か
ら
御
医
師
並
に
召
出
さ
れ
た
道
勇

を
祖
と
す
る
医
者
の
家
で
、
時
期
に
よ
る
上

下
は
あ
り
ま
す
が
、
津
山
藩
主
松
平
家
か
ら

10
人
扶
持
の
家
禄
を
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

道
勇
の
後
、
元
意
（
初
代
）・
道
勇
（
２
代
）・

玄
端
・
休
庵
と
続
き
、
慶
応
３
年
当
時
は
玄

俊
が
当
主
で
、
そ
の
嫡
子
が
こ
の
記
録
を
作

成
し
た
元
意
（
２
代
）
で
す
。②

　

弘
化
４
年
（
１
８
４
７
）
出
生
の
元
意
は
、

明
治
元
年
（
１
８
６
８
）
に
漸
造
と
改
名
の

う
え
家
督
を
継
ぎ
ま
す
が
、
１
代
限
り
で
還

俗
し
て
儒
者
と
し
て
の
勤
務
を
命
じ
ら
れ
ま

す
。
廃
藩
後
、
同
４
年
10
月
に
津
山
県
か
ら

漢
学
上
等
助
教
、
同
７
〜
８
年
に
北
条
県
か

ら
学
区
取
締
、
同
９
〜
11
年
に
岡
山
県
か
ら

師
範
学
校
津
山
支
校
予
科
教
師
に
任
命
さ
れ

る
な
ど
、
教
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
が
、

同
12
年
以
降
の
経
歴
は
不
明
で
す
。③

江
戸
下
向
前
後
の
元
意

　

当
時
の
津
山
藩
の
国
元
日
記
・
江
戸
日
記

④
を
確
認
す
る
と
、
元
意
は
金
子
茂
十
郎
（
叔

父
）⑤
方
へ
し
ば
ら
く
逗
留
の
う
え
師
家
へ
入

塾
す
る
た
め
、
慶
応
３
年
３
月
８
日
に
江
戸

へ
出
立
し
て
い
ま
す
。
４
月
11
日
か
ら
「
松

平
中
務
大
輔
殿
（
豊
後
杵
築
藩
主
松
平
親
良
）

御
医
師
」
の
渡
辺
春
汀
方
で
寄
宿
修
行
を
開

始
し
て
、
１
年
後
の
同
４
年
４
月
21
日
に
津

山
へ
向
け
て
出
立
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
６
月
下
旬
に
儒
者
と
し
て
修
行

す
る
た
め
備
中
後
月
郡
荏
原
村
の
坂
谷
希
八

郎
（
興
譲
館
長
の
阪
谷
朗
廬
）
方
へ
寄
宿
し

ま
す
が
、
直
後
に
師
匠
の
広
島
藩
仕
官
が
決

ま
り
、
修
行
の
継
続
が
困
難
と
い
う
こ
と
で
、

す
ぐ
に
津
山
へ
戻
り
ま
し
た
。

　

つ
ま
り
、
慶
応
３
年
３
月
の
江
戸
下
向
は
、

家
業
の
医
術
修
行
が
目
的
で
し
た
が
、
そ
の

途
中
ま
た
は
終
了
後
に
儒
者
へ
の
転
向
を
志

望
し
、
父
親
や
藩
か
ら
の
許
し
も
得
た
ら
し

い
様
子
が
確
認
で
き
ま
す
。

道
中
記
録
か
ら
わ
か
る
こ
と

　

こ
の
資
料
の
前
半
部
の
記
載
内
容
に
つ
い

て
は
、
次
頁
で
表
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。
３

月
８
日
か
ら
23
日
ま
で
、
15
泊
16
日
の
行
程

で
江
戸
に
到
着
、
道
中
に
要
し
た
経
費
の
合

計
が
お
よ
そ
７
両
半
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
後
半
部
の
書
簡
に
目
を
通
す
と
、

佐
藤
宇
蔵
と
い
う
同
行
者
が
い
て
垂
駕
籠
の

代
金
を
折
半
し
て
い
る
こ
と
、
11
〜
12
両
と

見
込
ん
で
い
た
道
中
の
費
用
が
思
い
の
ほ
か

安
く
て
済
ん
だ
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。

佐
藤
宇
蔵
は
藩
の
重
臣
大
熊
家
に
仕
え
る
陪

臣
⑥
で
、
年
齢
や
元
意
と
の
関
係
は
不
明
で

す
が
、
元
意
の
方
が
多
く
掛
か
っ
た
垂
駕
籠

代
を
「
小
分
け
に
し
た
ら
面
倒
な
の
で
半
分

ず
つ
の
支
払
い
で
良
い
」
と
言
っ
て
お
り
、

道
中
に
慣
れ
た
年
長
者
か
と
想
像
で
き
ま
す
。

　

宿
場
間
の
里
程
と
移
動
手
段
を
細
か
く
記

し
た
前
半
部
に
よ
る
と
、
徒
歩
で
の
移
動
距

離
が
お
お
よ
そ
50
里
程
度
（
＝
約
２
０
０
㎞
）、

垂
駕
籠
が
80
里
程
度（
＝
３
０
０
㎞
強
）で
す
。

先
述
の
よ
う
に
、
垂
駕
籠
に
は
佐
藤
と
交
代

で
乗
っ
た
よ
う
で
す
か
ら
、
そ
の
半
分
を
歩

い
た
と
仮
定
す
れ
ば
、
全
行
程
の
う
ち
約
90

里
（
＝
約
３
５
０
㎞
）、
お
お
よ
そ
半
分
を

歩
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
費
用
の
集
計
に
用
い
た
金
２
朱
＝

銭
９
５
０
文
と
い
う
相
場
は
、
金
１
両
当
た

り
で
は
銭
７
貫
６
０
０
文
に
も
相
当
し
、
時

代
が
下
る
に
つ
れ
て
下
落
し
た
銭
相
場
の
一

端
が
う
か
が
え
ま
す
。

お
わ
り
に

　

丸
尾
元
意
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
津
山
藩

士
で
尊
攘
派
と
し
て
知
ら
れ
る
鞍
懸
寅
二
郎

と
親
交
が
深
か
っ
た
様
子
⑦
が
う
か
が
え
、

医
家
出
身
な
が
ら
儒
者
へ
転
向
し
た
背
景
に

も
、
鞍
懸
の
存
在
が
少
な
か
ら
ず
影
響
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
道
中
記
録
に
修
行
の
こ
と
が
一
切
触

れ
ら
れ
て
い
な
い
の
は
残
念
で
す
が
、
他
の

類
似
資
料
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
当
時
の
旅

の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
資
料

で
す
。

津
山
藩
士
丸
尾
元
意
の
江
戸
下
向
道
中
記
録

資
料
紹
介

小
島
　
徹
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注

①
本
資
料
は
野
原
家
資
料
２
。

②
丸
尾
家
の
概
略
は
、
津
山
藩
士
勤
書
簡
略

版
「
新
参
諸
士　

四
」（
津
山
藩
松
平
家

文
書
Ｄ
３
―
１
―
1
0
5
）、
野
原
家
資

料
１
「
丸
尾
家
由
緒
書
」
を
参
照
。

③
２
代
元
意
の
略
歴
は
、
前
掲
注
②
の
勤
書

簡
略
版
「
新
参
諸
士　

四
」、
野
原
家
資
料

29
「
徳
守
神
社
氏
子
守
札
」、
丸
尾
家
資
料

２
〜
７
「
丸
尾
漸
造
宛
辞
令
等
書
類
」
を

参
照
。
明
治
４
〜
７
年
に
は
、
漸
と
改
名

し
て
い
ま
す
が
、
本
稿
で
は
紹
介
資
料
作

成
当
時
の
通
称
「
元
意
」
で
統
一
し
ま
し
た
。

④
津
山
藩
「
国
元
日
記
」
慶
応
３
年
３
月
・

同
４
年
６
月
・
７
月
・
８
月
・
明
治
元
年

12
月
（
松
平
家
文
書
Ｅ
１
―
１
―

3
3
3
・
3
4
7
・
3
4
8
・
3
4
9
・

3
5
2
）、「
江
戸
日
記
」
慶
応
３
年
４
月
・

同
４
年
４
月
（
同
文
書
Ｅ
２
―
３
―

2
5
3
・
2
6
2
）。

⑤
勤
書
簡
略
版
「
新
参
諸
士　

五
」（
松
平

家
文
書
Ｄ
３
―
１
―
1
0
6
）
の
金
子
家

の
項
に
、
左
平
治
が
丸
尾
休
庵
三
男
誠
之

助
を
養
子
に
迎
え
、
こ
の
誠
之
助
が
後
に

茂
十
郎
と
改
名
し
た
記
録
が
あ
り
、
丸
尾

玄
俊
の
弟
に
当
た
り
ま
す
。

⑥
勤
書
簡
略
版
「
明
治
出
身
御
役
人　

上
」

（
松
平
家
文
書
Ｄ
３
―
１
―
1
1
7
）。

⑦
元
意
へ
の
細
や
か
な
気
遣
い
と
と
も
に
、

当
時
の
世
相
や
鞍
懸
の
心
情
が
読
み
取
れ

る
書
簡
が
12
通
現
存
し
ま
す
。
当
館
『
博

物
館
だ
よ
り
』
第
27
号
（
平
成
12
年
７
月
）

研
究
ノ
ー
ト
「
元
治
〜
慶
応
年
間
の
鞍
懸

寅
二
郎
」
を
参
照
。

※
本
稿
で
扱
っ
た
資
料
は
、
全
て
当
館
蔵
。

す
す
む

宿泊費 次への里程移動手段月日 宿 場 次への里程移動手段月日 宿 場 宿泊費
文 里 町 文 里 町

津山 歩行 吉田 垂駕籠
勝間田 垂駕籠 二川 歩行
土居 垂駕籠 白須賀 垂駕籠
佐用 歩行 新井 舟
三ヶ月 歩行 舞坂 馬
千本 歩行 浜松 歩→垂
嘴崎 垂駕籠 見附 宿駕籠
飾西 垂駕籠 袋井 宿駕籠
姫路 垂駕籠 掛川 宿駕籠
御着 宿駕籠 日坂 宿駕籠
加古川 宿駕籠 金谷 歩行
大久保 宿駕籠 島田 歩行
明石 歩→垂 藤枝 垂駕籠
兵庫 垂→歩 岡部 垂駕籠
西宮 垂駕籠 丸子 歩行
尼ヶ崎 舟 府中 歩→垂
大坂 夜舟 江尻 垂駕籠
伏見 歩行 興津 垂駕籠
大津 垂駕籠 由井 垂駕籠
草津 垂駕籠 蒲原 垂→歩
石部 垂駕籠 吉原 歩行
水口 歩行 原 垂駕籠
土山 宿駕籠 沼津 垂駕籠
坂下 垂駕籠 三島 垂駕籠
関 垂駕籠 箱根 歩→垂
亀山 歩行 小田原 垂駕籠
庄野 歩行 大磯 歩行
石薬師 垂駕籠 平塚 歩行
四日市 垂→歩 藤沢 垂駕籠
桑名 舟 戸塚 垂駕籠
宮 歩行 程ヶ谷 垂駕籠
鳴海 垂駕籠 神奈川 宿駕籠
池鯉鮒 歩→垂 川崎 宿駕籠
岡崎 垂駕籠 品川 宿駕籠
藤川 歩行 江戸

合　計赤坂 歩行
御油 垂駕籠

※宿場名の表記は本資料の記載に従った。泊まった宿場は「宿泊費」欄への金額記入で示し、日付の区切りを太線で示した。
　なお、里程無記載の川崎～江戸間は、吉川弘文館『国史大辞典』所収「東海道」項の宿駅一覧を参照し、斜体数字で補った。

○道中の諸費用 ※すべて金2朱＝銭950文の相場で換算…金1両＝銭7貫600文
・馬・宿駕籠の代金 3貫51文 →金換算 1分2朱+201文
・葛籠1つの運搬費 1両2分2朱+300文
・垂駕籠代（折半） 1両2分

交通費小計 3両2分+501文
・昼弁当ほか諸入用 3朱+10貫21文 →金換算 1両2分+46文
・新井・箱根御用達への支払
旅籠宿泊費（上の表を参照）17貫300文

2朱
・ →金換算 2両1分+200文

合計 （斜体金額の合算） 7両1分3朱+272文

慶応3年3月　丸尾元意の江戸下向道中記録
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は
じ
め
に

　

中
山
神
社
の
境
内
を
中
心
と
し
て
、
四
月

の
午
の
日
に
催
さ
れ
る
田
植
祭
か
ら
五
月
四

日
ま
で
開
催
さ
れ
る
市
町
は
、
宮
川
の
東
側

で
開
催
さ
れ
る
牛
馬
市
と
合
わ
せ
た
一
宮
市

町
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
実

際
の
様
子
は
ま
だ
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る
と
は
言
い
難
い
。

　

こ
れ
ま
で
の
成
果
で
は
、
芸
能
興
行
の
面

か
ら
研
究
を
進
め
た
竹
下
喜
久
男
氏
の
著
作

（『
近
世
地
方
芸
能
興
行
の
研
究
』）
が
代
表

的
な
も
の
で
あ
り
、
中
山
神
社
市
町
の
複
合

的
な
成
り
立
ち
や
、
そ
の
後
の
変
化
に
触
れ

ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
中
山
神
社
の
田

植
祭
を
中
心
と
す
る
一
宮
市
町
に
つ
い
て
、

牛
馬
市
や
一
宮
芝
居
と
併
行
し
て
催
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た
と
し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
中
山
神
社
の
勧
進
能
に

一
宮
市
町
に
お
け
る
警
備
出
役
と
市
町
の
衰
微

尾
島
　
治

由
来
す
る
神
社
境
内
で
の
芝
居
、
そ
し
て
、

そ
の
他
の
見
せ
物
や
物
売
り
か
ら
な
る
狭
義

の
市
町
と
牛
馬
市
を
合
わ
せ
た
一
宮
市
町
の

賑
わ
い
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
津
山
藩
に
よ
る
市
町
の
警
備
や

出
役
の
状
況
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な

い
。

　

一
宮
市
町
は
中
山
神
社
境
内
と
鳥
居
前
の

馬
場
筋
を
主
と
す
る
が
、
牛
馬
市
の
開
催
地

な
ど
も
含
め
て
全
て
在
方
で
あ
る
。
ま
た
見

せ
物
な
ど
の
世
話
役
は
城
下
町
町
人
が
多
く

引
き
受
け
て
い
た
り
、
札
元
に
よ
っ
て
臨
時

の
銀
札
交
換
所
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、
こ
れ

だ
け
で
も
寺
社
取
次
、
郡
代
、
町
奉
行
な
ど

様
々
な
役
所
の
管
轄
が
入
り
組
ん
だ
状
態
と

な
っ
て
い
る
。
一
宮
市
町
は
、
こ
う
し
た
場

合
の
藩
の
対
応
や
組
織
の
在
り
方
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
の
で
き
る
希
有
な
事
例
で
も
あ

る
。
ま
た
、
後
に
は
市
町
の
主
要
な
催
し
と

な
る
牛
馬
市
そ
の
も
の
に
関
し
て
も
、
ま
だ

不
明
な
点
が
多
々
残
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
、「
津
山
松
平
藩
町
奉
行
日
記
」

（
津
山
郷
土
博
物
館
蔵
）
を
素
材
と
し
な
が
ら
、

中
山
神
社
境
内
や
鳥
居
か
ら
南
の
馬
場
筋
で

催
さ
れ
た
、
牛
馬
市
を
除
く
市
町
に
関
わ
る

藩
役
所
の
対
応
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
、
同

時
に
市
町
の
賑
わ
い
の
実
際
に
も
言
及
し
な

が
ら
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
一
宮
市
町
の
多

様
な
姿
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

  

市
町
警
備
出
役
の
弁
当
代

　

宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
四
月
十
六
日

の
記
事
に
、「
一
宮
市
町
中
同
心
組
ハ
銀
札

六
分
相
渡
し
賄
ニ
不
付
候
事
」
と
あ
る
。
同

心
組
は
町
奉
行
所
か
ら
の
経
費
で
銀
札
六
分

を
支
給
さ
れ
る
の
で
、
地
元
や
市
町
主
催
者

の
賄
は
受
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
賄
と
は
昼
弁
当
を
意
味
し
て
い
る
。
銀
札

六
分
は
毎
日
の
弁
当
代
で
、
後
の
記
録
で
も
、

出
役
し
た
同
心
組
に
は
市
町
終
了
後
に
日
数

分
の
弁
当
代
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
弁
当
代
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
以
前
に

同
心
組
に
賄
料
が
支
給
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

時
期
が
あ
り
、
村
山
左
仲
の
申
し
立
て
に
よ

り
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
村

山
左
仲
が
町
奉
行
を
し
て
い
た
の
は
享
保
十

二
年
（
一
七
二
七
）
閏
正
月
か
ら
同
十
五
年

（
一
七
三
〇
）
三
月
の
間
な
の
で
、
そ
の
頃

か
ら
支
給
さ
れ
始
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の

後
の
経
過
は
確
認
で
き
な
い
が
、
宝
暦
六
年

（
一
七
五
六
）
の
記
事
で
は
、
例
年
の
通
り

と
し
て
弁
当
代
が
支
給
さ
れ
て
い
る
の
で
、

支
給
が
継
続
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ

し
て
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
四
月
に
改

め
て
銀
札
六
分
の
支
給
が
確
認
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

　

こ
れ
に
続
く
次
の
条
で
は
「
御
徒
目
付
下

目
付
ハ
市
町
引
受
ニ
而
賄
い
た
し
候
様
是
ハ

古
格　
引
付
」
と
あ
っ
て
、
御
徒
目
付
下
目

付
の
賄
は
市
町
の
引
き
受
け
と
す
る
の
だ
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
古
く
か
ら
市
町
の
賄
と
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

津
山
藩
に
お
け
る
一
宮
市
町
と
御
徒
目
付
下

目
付
出
役
と
の
深
い
つ
な
が
り
が
推
測
さ
れ
、

町
奉
行
配
下
の
同
心
は
補
助
的
な
出
役
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

た
だ
、
御
徒
目
付
下
目
付
の
賄
に
つ
い
て

は
、「
卯
之
年　
去
歳
迄
ハ
六
分
ツ
ヽ
弁
当

代
受
取
候
」
と
あ
っ
て
、
宝
暦
九
年
（
一
七

五
九
）
卯
の
年
か
ら
同
十
一
年
（
一
七
六
一
）

巳
の
年
ま
で
は
藩
か
ら
弁
当
代
が
支
給
さ
れ

て
い
た
が
、
経
費
が
嵩
む
こ
と
か
ら
「
甚
指

支
候
ニ
付
今
年
大
目
付
所　
頼
之
趣
」
に

よ
っ
て
市
町
引
き
受
け
に
戻
し
た
の
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
続
け
て
の
条
で
「
郡
代
下
代
も

市
町
入
用
引
請
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

郡
代
下
代
に
つ
い
て
も
、
御
徒
目
付
下
目
付

と
同
じ
経
過
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
四
月
十
八
日
、

町
奉
行
か
ら
大
目
付
に
対
し
て
、
町
奉
行
所

同
心
が
一
宮
市
町
に
出
役
し
た
際
の
昼
夜
二

度
の
弁
当
を
、
藩
か
ら
支
給
し
て
欲
し
い
と

前
年
同
様
に
要
望
し
た
と
こ
ろ
、
大
目
付
太

田
舎
人
か
ら
、
町
奉
行
所
の
同
心
が
一
宮
市

町
に
出
役
す
る
よ
う
に
な
っ
た
最
初
の
経
緯

を
尋
ね
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
町
奉
行
が
古
い

「
出
番
帳
面
」
を
調
べ
て
み
る
と
、
最
も
古

い
記
録
と
し
て
は
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）

五
月
二
日
に
起
こ
っ
た
一
宮
芝
居
木
戸
で
の

喧
嘩
の
記
述
が
見
つ
か
っ
た
が
、
結
局
、
こ

の
時
に
は
出
役
の
最
初
の
経
緯
は
分
か
ら
な

か
っ
た
。
そ
の
後
、
右
門
は
、
町
の
大
年
寄

に
も
尋
ね
て
み
た
り
、
様
々
な
旧
記
類
を
調

べ
て
み
た
が
、
や
は
り
分
か
ら
な
か
っ
た
。

　

そ
し
て
、
四
月
二
十
三
日
、
大
目
附
太
田

舎
人
か
ら
昼
夜
の
弁
当
に
つ
い
て
回
答
が

あ
っ
た
。
同
心
組
の
引
き
上
げ
が
遅
く
な
る

の
は
芝
居
見
せ
物
が
原
因
な
の
で
、
同
心
組

の
夜
食
弁
当
に
つ
い
て
は
見
せ
物
勧
進
元
が

賄
う
こ
と
と
す
る
。
た
だ
、
今
は
撤
去
し
て

い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
以
前
に
腰
掛
け
を
置

い
て
い
た
程
度
の
大
見
せ
物
の
勧
進
元
が
賄

う
も
の
と
し
て
、
小
見
せ
物
の
勧
進
元
は
負

担
に
及
ば
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ

の
達
の
内
容
は
、
寺
社
取
次
か
ら
神
主
を
通

じ
て
勧
進
元
に
申
し
付
け
ら
れ
た
。

　

た
か
が
出
役
役
人
に
支
給
す
る
弁
当
代
が

こ
の
よ
う
に
や
や
こ
し
い
話
に
な
る
の
は
、

一
宮
市
町
の
複
合
的
な
成
り
立
ち
と
、
そ
れ

に
由
来
す
る
様
々
な
役
所
か
ら
の
出
役
が
、

明
確
な
区
分
の
無
い
状
態
で
混
在
し
て
い
る

こ
と
が
原
因
で
あ
っ
た
。

　
一
宮
警
固
出
役
勤
方
の
制
定

　

寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
三
月
二
十
九
日
、

物
頭
組
の
小
頭
数
人
が
同
心
組
小
頭
の
川
端

又
六
を
訪
ね
て
き
た
。
程
な
く
一
宮
市
町
が

始
ま
る
に
際
し
て
、
是
ま
で
の
経
緯
を
踏
ま

え
て
「
無
伏
蔵
申
談
」
じ
た
い
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
川
端
又
六
は
承
知
し
た
と
回
答
し

て
い
る
。
こ
の
時
に
挨
拶
に
訪
れ
た
物
頭
組

の
小
頭
は
、
鉄
砲
御
持
小
頭
藤
田
文
内
、
弓

御
持
小
頭
下
山
江
助
、
鉄
砲
御
先
手
小
頭
田

口
伝
平
、
弓
御
先
手
小
頭
西
村
平
八
の
四
人

で
、
残
り
二
人
は
病
気
で
休
ん
で
い
た
。

　

四
月
八
日
、「
警
固
出
役
一
件
并
物
頭
と

兼
而
取
合
一
件
」
に
つ
い
て
、
町
奉
行
増
児

右
門
は
、
御
用
所
に
お
い
て
月
番
御
年
寄
伊

達
与
兵
衛
に
詳
し
く
説
明
し
た
。
こ
の
「
取

合
」
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
か
な
り
以

前
か
ら
の
行
き
違
い
や
揉
め
事
が
あ
っ
た
こ

と
は
間
違
い
な
か
っ
た
。
伊
達
か
ら
、
同
様

の
内
容
を
大
目
付
に
も
説
明
す
る
よ
う
に
指

示
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
大
目
付
伊
達
頼
母
か
ら

は
文
書
に
し
て
提
出
す
る
よ
う
に
と
の
こ
と

で
、
増
児
右
門
は
書
き
記
し
た
書
類
を
翌
九

日
に
提
出
し
て
い
る
。

　

四
月
十
一
日
、
大
目
付
か
ら
城
内
の
役
所

に
呼
び
出
さ
れ
た
増
児
右
門
に
、
大
目
付
伊

達
頼
母
は
、
こ
の
度
「
一
宮
警
固
出
役
勤
方
」

を
改
め
る
と
し
て
新
た
な
勤
方
を
渡
し
た
。

そ
こ
で
は
各
役
所
の
担
当
宛
て
の
勤
方
が
定

め
ら
れ
て
い
て
、
御
徒
目
附
目
附
組
に
一
宮

市
町
出
役
勤
方
四
ヶ
条
、
町
奉
行
に
一
宮
市

町
警
固
同
心
組
勤
方
五
ヶ
条
、
郡
代
に
一
宮

市
町
出
役
下
代
勤
方
五
ヶ
条
、
物
頭
に
一
宮

市
町
警
固
足
軽
勤
方
四
ヶ
条
、
寺
社
取
次
に

一
宮
市
町
出
役
下
代
勤
方
四
ヶ
条
が
申
し
渡

さ
れ
た
。

　

勤
方
の
基
本
は
四
ヶ
条
で
、
町
奉
行
と
郡

代
に
は
第
三
条
の
後
に
一
ヶ
条
が
付
け
足
さ

れ
た
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
基
本
の
四
ヶ
条

は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

第
一
条　

見
せ
物
小
屋
内
に
設
置
し
て
あ
っ

た
腰
掛
け
（
役
人
用
）
の
撤
去

第
二
条　

晩
に
な
っ
て
見
せ
物
が
終
了
し
た

ら
御
徒
目
付
立
宿
に
届
け
て
か
ら

引
き
上
げ
る
こ
と
（
御
徒
目
付
は

届
を
承
け
て
か
ら
引
き
上
げ
る
）

第
三
条　

変
義
が
あ
っ
た
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
判

断
で
見
せ
物
を
差
し
止
め
る
こ
と

　
　
　
　
（
そ
の
後
そ
れ
ぞ
れ
に
報
告
）（
神

主
が
差
し
止
め
る
こ
と
も
あ
る
）

第
四
条
（
町
奉
行
宛
と
郡
代
宛
で
は
第
五
条

と
な
る
）
出
役
警
固
は
一
体
な
の

で
、
一
同
和
順
を
心
懸
け
る
こ
と

　

こ
れ
ら
に
加
え
て
、
町
奉
行
と
郡
代
に
つ

い
て
は
第
三
条
の
次
に
独
自
条
項
が
付
け
足

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
町
奉
行
に
関
し
て

は
、従
来
、出
役
が
市
町
か
ら
引
き
上
げ
た
後
、

龍
之
口
を
過
ぎ
て
い
た
ら
市
町
で
変
義
が

あ
っ
て
も
引
き
返
さ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

た
が
、
今
後
は
ど
こ
ま
で
戻
っ
て
い
て
も
変

義
に
際
し
て
は
駆
け
つ
け
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
。

　

ま
た
、
郡
代
は
、
市
町
の
変
義
へ
の
対
応

で
警
固
出
役
者
の
引
き
上
げ
が
遅
く
な
っ
た

場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
賄
を
手
配
す
る
こ
と

と
さ
れ
た
。

　

こ
の
勤
方
を
渡
し
た
後
、
大
目
付
か
ら
言

い
渡
し
が
あ
り
、
書
付
に
な
い
こ
と
は
従
来

通
り
と
す
る
こ
と
、
見
せ
物
が
な
く
て
も
田

植
祭
当
日
と
四
月
二
十
五
日
以
降
は
古
格
通

り
同
心
組
を
差
し
出
す
こ
と
が
指
示
さ
れ
た
。

ま
た
、
前
年
に
指
示
し
て
い
る
が
、
目
明
し

の
弁
当
代
は
是
ま
で
通
り
芝
居
関
係
者
か
ら

受
け
取
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

　

こ
の
書
付
の
内
容
に
つ
い
て
、
右
門
は
二

点
の
疑
義
を
確
認
し
、
変
義
と
は
言
え
な
い

が
晩
に
な
っ
て
も
芝
居
を
止
め
な
い
場
合
、

そ
れ
ぞ
れ
で
差
し
止
め
て
よ
い
こ
と
、
ま
た
、

同
心
組
で
は
以
前
か
ら
、
晩
が
近
づ
く
と
は

や
り
芝
居
か
ら
止
め
さ
せ
て
い
た
が
、
そ
う

し
た
区
別
は
し
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
内
容
に
つ
い
て
、翌
四
月
十
二
日
、

右
門
は
小
頭
川
端
又
六
を
通
じ
て
同
心
組
に

伝
え
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
内
容
で
は
、

要
す
る
に
協
力
し
て
推
進
す
る
こ
と
を
指
示

し
て
い
る
だ
け
で
、
明
確
な
業
務
区
分
は
見

ら
れ
な
い
。
そ
う
し
た
不
安
要
素
を
示
す
か

の
よ
う
に
、
実
際
に
は
ま
だ
曖
昧
な
部
分
が

多
く
残
さ
れ
て
い
る
事
例
が
翌
日
に
見
ら
れ
る
。

　

四
月
十
三
日
、
一
宮
市
町
で
稼
ぐ
芸
人
の

世
話
役
と
な
る
城
下
町
商
人
か
ら
願
書
が
提

出
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
町
奉
行
（
右
門
は

本
日
差
扣
、
三
浦
十
郎
左
衛
門
が
仮
役
）
は

寺
社
取
次
に
引
合
し
た
上
で
聞
き
届
け
た
が
、

そ
れ
に
つ
い
て
、
寺
社
取
次
藤
本
十
兵
衛
か

ら
は
、
一
宮
市
町
の
見
せ
物
芝
居
な
ど
は
、

社
方
で
は
届
捨
て
に
し
て
い
る
の
で
、
以
後

願
書
の
引
合
は
必
要
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
但
、
こ
れ
は
一
宮
市
町
だ
け
で
あ
っ
て
、

総
社
宮
市
町
見
せ
物
な
ど
は
伺
い
の
上
で
許

可
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
　
一
宮
市
町
の
衰
微

　

一
宮
市
町
の
賑
わ
い
が
長
く
伝
承
さ
れ
る

中
で
、
賑
わ
い
の
印
象
が
あ
ま
り
に
強
い
た

め
に
、
実
際
の
姿
が
正
確
に
伝
わ
っ
て
い
た

の
だ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
ふ
し
が
あ
る
。
そ

う
し
た
点
に
つ
い
て
、
藩
役
人
が
出
役
担
当

と
し
て
目
に
し
た
事
例
か
ら
見
て
み
た
い
。

　

寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
四
月
十
三
日
、

田
植
祭
の
当
日
な
の
で
、
こ
の
日
は
同
心
を
出

役
さ
せ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
今
後
見
せ
物
が

無
い
と
い
う
こ
と
で
二
十
四
日
ま
で
は
出
役
を

出
さ
な
い
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
曲
馬
乗
り
が

今
日
か
ら
興
行
す
る
と
の
こ
と
で
、
急
遽
翌
日

以
降
も
出
役
を
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
時
に
は
城
下
町
で
徳
守
宮
芝
居
が
興

行
さ
れ
て
お
り
、
町
奉
行
と
し
て
は
両
方
の

警
備
で
は
人
手
不
足
と
な
り
、
御
使
組
か
ら

の
加
人
二
人
を
頼
む
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

徳
守
宮
芝
居
は
、
既
に
三
月
二
十
四
日
か
ら

始
ま
っ
て
お
り
、
芝
居
小
屋
前
に
煮
売
り
小

屋
や
茶
屋
小
屋
が
設
け
ら
れ
る
な
ど
、
連
日

賑
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
二
十
日
間
程
度
催
さ
れ
る

一
宮
市
町
で
、
当
初
は
田
植
祭
の
四
月
十
三

日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
見
せ
物
が
無
い
予
定

だ
っ
た
と
い
う
の
は
、
そ
の
賑
わ
い
が
薄
れ

て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
寛
政
七
年
（
一
七
九

五
）
の
警
備
出
役
勤
方
改
め
に
関
連
し
て
、

従
来
通
り
で
あ
る
と
し
な
が
ら
、
見
せ
物
が

無
く
て
も
田
植
祭
当
日
と
四
月
二
十
五
日
以

降
は
出
役
す
る
と
い
う
達
し
の
内
容
が
現
実

味
を
帯
び
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
田
植
祭
当

日
か
ら
四
月
二
十
四
日
ま
で
の
十
日
前
後
は
、

ほ
ぼ
見
せ
物
が
無
い
こ
と
が
こ
の
頃
の
通
例

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
年
の

四
月
十
三
日
か
ら
始
ま
る
筈
で
あ
っ
た
曲
馬

乗
り
に
し
て
も
、
実
祭
に
は
い
さ
さ
か
の
経

緯
が
あ
っ
た
後
、
結
局
は
遅
れ
て
二
十
一
日

か
ら
始
ま
っ
た
が
、
同
心
の
報
告
で
は
当
日

の
見
物
人
は
無
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
時
の
具
体
的
な
状
況
を
見
れ
ば
、
四

月
二
十
日
に
大
入
が
あ
っ
て
そ
の
後
に
木
戸

札
を
発
売
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
大
入
に

集
ま
る
は
ず
の
見
物
人
が
無
か
っ
た
た
め
、

木
戸
札
が
発
売
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

大
入
と
い
う
の
は
、
役
者
な
ど
関
係
者
が

揃
っ
て
見
せ
物
や
芝
居
な
ど
の
開
幕
前
に
催

さ
れ
る
宣
伝
イ
ベ
ン
ト
的
な
も
の
と
思
わ
れ
、

大
入
の
後
そ
の
ま
ま
木
戸
札
を
発
売
す
る
こ

と
も
あ
っ
た
が
、
多
く
は
開
幕
前
日
に
行
わ

れ
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
町

奉
行
所
同
心
は
、
一
宮
で
の
芝
居
に
つ
い
て

は
大
入
の
み
で
あ
れ
ば
出
役
せ
ず
、
芝
居
の

開
幕
に
あ
わ
せ
て
出
役
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
た
の
で
あ
る
。

　

寛
政
七
年（
一
七
九
五
）五
月
五
日
昼
過
ぎ
、

伏
見
町
に
お
い
て
舞
の
見
物
人
で
賑
わ
っ
て

い
る
最
中
、
見
物
人
の
紙
入
れ
が
盗
み
取
ら

れ
る
事
件
が
起
き
た
。
幸
い
直
ち
に
犯
人
は

捕
ら
え
ら
れ
取
り
調
べ
が
行
わ
れ
た
が
、
そ

の
自
白
内
容
は
興
味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。

犯
人
は
、
最
初
徳
守
神
社
の
芝
居
期
間
中
に

盗
み
を
働
き
、「
銀
札
六
匁
十
八
匁
二
十
八

匁
盗
取
」
に
成
功
し
、
そ
の
後
一
宮
市
町
に

行
っ
た
が
、「
人
少
ニ
而
働
出
来
不
申
漸
々

銀
札
六
分
盗
取
」
っ
た
の
み
で
あ
っ
た
と
言

う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
伏
見
町
で

の
犯
行
に
至
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
四
月
二
十
八
日
、

快
晴
だ
っ
た
こ
の
日
市
町
に
出
役
し
た
同
心

組
の
新
治
・
為
治
・
見
習
円
蔵
の
三
人
は
、

特
に
変
わ
っ
た
こ
と
も
な
く
一
日
が
終
わ
っ

た
と
し
な
が
ら
、「
昨
日
迄
ハ
一
向
人
無
之

処
今
日
ハ
夥
敷
群
集
候
」
と
、昨
日
迄
と
打
っ

て
変
わ
っ
て
多
く
の
人
で
賑
わ
っ
た
様
子
を

届
け
出
て
い
る
。
や
は
り
、
市
町
の
前
半
は

ほ
と
ん
ど
人
出
の
な
い
状
態
が
続
い
て
い
た

の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
特
に
変
わ
っ
た
報
告
も
な
く
過

ぎ
て
五
月
一
日
、
出
役
の
佐
十
郎
・
為
治
の

二
人
は
、「
今
日
者
大
群
集
ニ
候
」
と
届
け

出
て
い
る
。
お
そ
ら
く
は
四
月
二
十
八
日
以

来
の
群
集
で
あ
っ
た
た
め
、
敢
え
て
報
告
し

た
の
で
あ
ろ
う
。

　

寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
四
月
二
十
四
日
、

一
宮
田
植
祭
の
た
め
に
出
役
し
た
同
心
組
の

又
六
、
嘉
七
、
百
蔵
の
三
人
は
、
別
条
無
く

引
き
上
げ
た
こ
と
を
町
奉
行
に
報
告
し
て
い

る
が
、
そ
の
時
に
「
例
歳　
至
而
淋
敷
旨
」

を
申
し
出
て
い
る
。
こ
の
日
ま
で
に
は
見
せ

物
の
興
行
届
け
も
何
件
か
提
出
さ
れ
て
い
る

も
の
の
、「
至
而
」
淋
し
い
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

余
程
人
出
が
少
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

翌
二
十
五
日
は
雨
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、

出
役
し
た
新
治
と
円
蔵
は
、
引
き
取
っ
た
後

の
報
告
で
「
今
日
者
一
人
も
参
詣
無
之
」
と

し
て
い
る
。
し
か
し
、
五
月
一
日
に
は
状
況

が
一
変
し
、
出
役
の
佐
十
郎
と
栄
治
は
「
今

日
ハ
近
年
之
大
群
集
」
で
あ
っ
た
と
報
告
し

て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）

ま
で
の
数
年
間
を
見
て
も
、
市
町
の
期
間
中

に
連
日
の
賑
わ
い
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、

た
ま
に
群
集
と
呼
べ
る
賑
わ
い
が
あ
る
日
も

あ
っ
た
と
い
う
程
度
だ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か

で
、
と
て
も
一
宮
市
町
の
隆
盛
と
は
言
え
な

い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
藩
の
中

で
も
一
宮
市
町
の
衰
退
傾
向
と
し
て
認
識
さ

れ
て
お
り
、
経
済
的
な
低
迷
へ
の
危
惧
と
し

て
も
共
有
さ
れ
て
い
た
。

　

寛
政
九
年（
一
七
九
七
）十
一
月
二
十
八
日
、

城
下
町
で
「
売
女
」
を
店
に
置
い
て
い
た
町

人
が
裁
か
れ
た
が
、
そ
の
時
に
、
裁
判
に
は

し
な
い
で
町
奉
行
所
の
「
役
筋
切
之
取
計
」

と
し
て
、「
売
女
」
を
町
内
か
ら
の
追
い
払

い
と
し
た
の
み
で
「
内
分
ニ
而
も
可
然
」
と

さ
れ
た
。
こ
の
時
に
藩
上
層
部
の
考
え
は
、

「
売
女
体
之
義
ハ
又
博
奕　
一
等
軽
筋
ニ
も

候
」
と
し
て
お
り
、
大
目
に
見
て
も
よ
い
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
つ
い

で
の
議
論
で
「
一
ノ
宮
市
町
も
追
年
致
衰
微

気
毒
之
義
ニ
付
来
歳
抔　
ハ
郡
代
と
申
談
辰

之
口　

先
ハ
別
世
界
と
見
候
而
も
可
然
」
と

言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
中
山

神
社
手
前
の
辰
ノ
口
よ
り
向
こ
う
を
司
法
の

例
外
的
な
場
所
と
し
て
、一
宮
市
町
で
の
「
売

女
」
を
黙
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
市
町
の
賑

わ
い
を
取
り
戻
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
の
で

あ
る
。

　

寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
二
月
八
日
、

御
年
寄
小
須
賀
一
学
よ
り
大
目
付
大
田
舎
人

を
通
じ
て
、
町
奉
行
増
児
右
門
に
指
示
が

あ
っ
た
。「
一
宮
市
町
累
年
衰
微
ニ
付
厳
禁

差
免
候
様
」
に
考
え
て
郡
代
と
相
談
す
る
よ

う
に
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
増
児
右
門
は
、

直
ち
に
郡
代
三
浦
十
郎
左
衛
門
と
相
談
し
た

模
様
で
、
三
月
八
日
、「
一
ノ
宮
市
町
賑
ひ

候
様
取
計
考
」
を
連
名
で
認
め
て
御
用
番
に

提
出
し
て
い
る
。
こ
の
後
四
月
三
日
に
は
、

「
一
ノ
宮
市
町
中
見
せ
物
并
杓
取
女
之
類
も

勝
手
次
第
被
差
免
可
然
」
と
の
意
見
書
を
郡

代
と
と
も
に
差
し
出
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

の
「
取
計
考
」
の
内
容
が
、
以
前
の
藩
上
層

部
の
考
え
通
り
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
四
月
八
日
に
は
大

目
付
か
ら
意
見
書
通
り
の
通
達
が
出
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
た
対
策
に
関
連
し
て
か
、
興
味
深

い
が
不
思
議
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
記
録
さ
れ
て

い
る
。
四
月
十
八
日
、
一
宮
田
植
祭
の
日
に

出
役
し
た
藤
蔵
は
、「
近
年
ニ
無
之
賑
々
敷

事
共
ニ
而
夥
敷
致
群
集
候
得
共
無
別
条
引
取

候
」
と
町
奉
行
に
報
告
し
た
。
し
ば
ら
く
し

て
四
月
二
十
四
日
、
連
日
の
雨
で
こ
の
日
も

同
心
組
の
出
役
は
な
か
っ
た
が
、
以
前
出
役

の
藤
蔵
か
ら
一
宮
の
市
町
が
近
年
に
な
い
群

集
で
あ
る
と
の
報
告
を
受
け
て
い
た
増
児
右

門
は
、
家
老
の
安
藤
丹
後
に
状
況
を
報
告
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
安
藤
か
ら
「
例
歳　
ハ
却

而
不
景
気
之
旨
」
と
聞
い
て
い
る
と
知
ら
さ

れ
、
そ
ん
な
は
ず
は
な
い
と
思
い
な
が
ら
出

役
の
同
心
た
ち
に
確
認
す
る
と
、
藤
蔵
と
共

に
出
役
し
て
い
た
又
六
も
淋
し
か
っ
た
と
証

言
し
て
お
り
、
藤
蔵
の
嘘
で
あ
っ
た
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

な
ぜ
藤
蔵
が
こ
の
よ
う
な
つ
ま
ら
な
い
嘘

を
報
告
し
た
の
か
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
、
一
宮
市
町
に
お
け
る
規

制
緩
和
も
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
効
果
は
な

か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

  

お
わ
り
に

　

四
月
中
旬
か
ら
五
月
四
日
に
及
ぶ
三
週
間

近
く
の
長
期
に
わ
た
る
一
宮
市
町
が
、
あ
る

時
期
或
い
は
時
に
よ
り
あ
る
程
度
の
賑
わ
い

を
成
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ

う
が
、
そ
の
賑
わ
い
は
江
戸
時
代
を
通
じ
て

持
続
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
少
な
く
と
も

十
八
世
紀
に
は
明
ら
か
に
衰
微
の
兆
候
が
現

れ
て
い
た
。

　

今
回
は
、
町
奉
行
日
記
と
い
う
限
ら
れ
た

資
料
で
、
し
か
も
中
山
神
社
境
内
と
そ
の
近

辺
で
催
さ
れ
た
芝
居
や
見
せ
物
に
伴
う
市
町

の
状
況
を
確
認
し
た
の
み
で
あ
り
、
宮
川
の

東
で
催
さ
れ
て
い
た
牛
馬
市
に
は
言
及
し
て

い
な
い
。
当
然
、
牛
馬
市
の
盛
衰
も
合
わ
せ

て
考
察
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
宝
暦
十
二

年
（
一
七
六
二
）
の
売
れ
残
っ
た
牛
の
福
引

き
の
記
録
な
ど
か
ら
す
れ
ば
、
こ
ち
ら
に
も

様
々
な
経
緯
が
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
明

治
以
降
の
牛
馬
市
の
賑
わ
い
は
そ
れ
と
し
て
、

江
戸
時
代
の
状
況
は
、
当
時
の
資
料
か
ら
明

ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

一
宮
の
市
町
は
、
中
山
神
社
の
芝
居
や
見

せ
物
と
狭
義
の
市
町
、
そ
し
て
川
向
こ
う
の

牛
馬
市
か
ら
な
る
複
合
的
な
催
し
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
藩
の
管
轄
も
様
々
な
部
署
が
関

わ
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
入
り
組
ん
だ
構
造

を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
他
の
神
社
の
市
町

と
は
違
い
特
別
だ
と
さ
れ
て
い
た
一
宮
市
町

の
実
態
を
究
明
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

ろ
う
。

は
、「
卯
之
年

支
候
ニ
付
今
年
大
目
付
所

中山神社鳥居前馬場筋の小屋中山神社鳥居前馬場筋の小屋
（竹下喜久夫『近世地方芸能興行の研究』より作成）（竹下喜久夫『近世地方芸能興行の研究』より作成）
矢吹家資料２０２の絵図に作図矢吹家資料２０２の絵図に作図

寛政3年（１７９１）頃寛政3年（１７９１）頃
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は
じ
め
に

　

中
山
神
社
の
境
内
を
中
心
と
し
て
、
四
月

の
午
の
日
に
催
さ
れ
る
田
植
祭
か
ら
五
月
四

日
ま
で
開
催
さ
れ
る
市
町
は
、
宮
川
の
東
側

で
開
催
さ
れ
る
牛
馬
市
と
合
わ
せ
た
一
宮
市

町
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
実

際
の
様
子
は
ま
だ
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る
と
は
言
い
難
い
。

　

こ
れ
ま
で
の
成
果
で
は
、
芸
能
興
行
の
面

か
ら
研
究
を
進
め
た
竹
下
喜
久
男
氏
の
著
作

（『
近
世
地
方
芸
能
興
行
の
研
究
』）
が
代
表

的
な
も
の
で
あ
り
、
中
山
神
社
市
町
の
複
合

的
な
成
り
立
ち
や
、
そ
の
後
の
変
化
に
触
れ

ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
中
山
神
社
の
田

植
祭
を
中
心
と
す
る
一
宮
市
町
に
つ
い
て
、

牛
馬
市
や
一
宮
芝
居
と
併
行
し
て
催
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た
と
し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
中
山
神
社
の
勧
進
能
に

由
来
す
る
神
社
境
内
で
の
芝
居
、
そ
し
て
、

そ
の
他
の
見
せ
物
や
物
売
り
か
ら
な
る
狭
義

の
市
町
と
牛
馬
市
を
合
わ
せ
た
一
宮
市
町
の

賑
わ
い
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
津
山
藩
に
よ
る
市
町
の
警
備
や

出
役
の
状
況
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な

い
。

　

一
宮
市
町
は
中
山
神
社
境
内
と
鳥
居
前
の

馬
場
筋
を
主
と
す
る
が
、
牛
馬
市
の
開
催
地

な
ど
も
含
め
て
全
て
在
方
で
あ
る
。
ま
た
見

せ
物
な
ど
の
世
話
役
は
城
下
町
町
人
が
多
く

引
き
受
け
て
い
た
り
、
札
元
に
よ
っ
て
臨
時

の
銀
札
交
換
所
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、
こ
れ

だ
け
で
も
寺
社
取
次
、
郡
代
、
町
奉
行
な
ど

様
々
な
役
所
の
管
轄
が
入
り
組
ん
だ
状
態
と

な
っ
て
い
る
。
一
宮
市
町
は
、
こ
う
し
た
場

合
の
藩
の
対
応
や
組
織
の
在
り
方
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
の
で
き
る
希
有
な
事
例
で
も
あ

る
。
ま
た
、
後
に
は
市
町
の
主
要
な
催
し
と

な
る
牛
馬
市
そ
の
も
の
に
関
し
て
も
、
ま
だ

不
明
な
点
が
多
々
残
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
、「
津
山
松
平
藩
町
奉
行
日
記
」

（
津
山
郷
土
博
物
館
蔵
）
を
素
材
と
し
な
が
ら
、

中
山
神
社
境
内
や
鳥
居
か
ら
南
の
馬
場
筋
で

催
さ
れ
た
、
牛
馬
市
を
除
く
市
町
に
関
わ
る

藩
役
所
の
対
応
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
、
同

時
に
市
町
の
賑
わ
い
の
実
際
に
も
言
及
し
な

が
ら
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
一
宮
市
町
の
多

様
な
姿
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

  

市
町
警
備
出
役
の
弁
当
代

　

宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
四
月
十
六
日

の
記
事
に
、「
一
宮
市
町
中
同
心
組
ハ
銀
札

六
分
相
渡
し
賄
ニ
不
付
候
事
」
と
あ
る
。
同

心
組
は
町
奉
行
所
か
ら
の
経
費
で
銀
札
六
分

を
支
給
さ
れ
る
の
で
、
地
元
や
市
町
主
催
者

の
賄
は
受
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
賄
と
は
昼
弁
当
を
意
味
し
て
い
る
。
銀
札

六
分
は
毎
日
の
弁
当
代
で
、
後
の
記
録
で
も
、

出
役
し
た
同
心
組
に
は
市
町
終
了
後
に
日
数

分
の
弁
当
代
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
弁
当
代
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
以
前
に

同
心
組
に
賄
料
が
支
給
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

時
期
が
あ
り
、
村
山
左
仲
の
申
し
立
て
に
よ

り
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
村

山
左
仲
が
町
奉
行
を
し
て
い
た
の
は
享
保
十

二
年
（
一
七
二
七
）
閏
正
月
か
ら
同
十
五
年

（
一
七
三
〇
）
三
月
の
間
な
の
で
、
そ
の
頃

か
ら
支
給
さ
れ
始
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の

後
の
経
過
は
確
認
で
き
な
い
が
、
宝
暦
六
年

（
一
七
五
六
）
の
記
事
で
は
、
例
年
の
通
り

と
し
て
弁
当
代
が
支
給
さ
れ
て
い
る
の
で
、

支
給
が
継
続
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ

し
て
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
四
月
に
改

め
て
銀
札
六
分
の
支
給
が
確
認
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

　

こ
れ
に
続
く
次
の
条
で
は
「
御
徒
目
付
下

目
付
ハ
市
町
引
受
ニ
而
賄
い
た
し
候
様
是
ハ

古
格　
引
付
」
と
あ
っ
て
、
御
徒
目
付
下
目

付
の
賄
は
市
町
の
引
き
受
け
と
す
る
の
だ
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
古
く
か
ら
市
町
の
賄
と
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

津
山
藩
に
お
け
る
一
宮
市
町
と
御
徒
目
付
下

目
付
出
役
と
の
深
い
つ
な
が
り
が
推
測
さ
れ
、

町
奉
行
配
下
の
同
心
は
補
助
的
な
出
役
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

た
だ
、
御
徒
目
付
下
目
付
の
賄
に
つ
い
て

は
、「
卯
之
年　
去
歳
迄
ハ
六
分
ツ
ヽ
弁
当

代
受
取
候
」
と
あ
っ
て
、
宝
暦
九
年
（
一
七

五
九
）
卯
の
年
か
ら
同
十
一
年
（
一
七
六
一
）

巳
の
年
ま
で
は
藩
か
ら
弁
当
代
が
支
給
さ
れ

て
い
た
が
、
経
費
が
嵩
む
こ
と
か
ら
「
甚
指

支
候
ニ
付
今
年
大
目
付
所　
頼
之
趣
」
に

よ
っ
て
市
町
引
き
受
け
に
戻
し
た
の
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
続
け
て
の
条
で
「
郡
代
下
代
も

市
町
入
用
引
請
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

郡
代
下
代
に
つ
い
て
も
、
御
徒
目
付
下
目
付

と
同
じ
経
過
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
四
月
十
八
日
、

町
奉
行
か
ら
大
目
付
に
対
し
て
、
町
奉
行
所

同
心
が
一
宮
市
町
に
出
役
し
た
際
の
昼
夜
二

度
の
弁
当
を
、
藩
か
ら
支
給
し
て
欲
し
い
と

前
年
同
様
に
要
望
し
た
と
こ
ろ
、
大
目
付
太

田
舎
人
か
ら
、
町
奉
行
所
の
同
心
が
一
宮
市

町
に
出
役
す
る
よ
う
に
な
っ
た
最
初
の
経
緯

を
尋
ね
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
町
奉
行
が
古
い

「
出
番
帳
面
」
を
調
べ
て
み
る
と
、
最
も
古

い
記
録
と
し
て
は
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）

五
月
二
日
に
起
こ
っ
た
一
宮
芝
居
木
戸
で
の

喧
嘩
の
記
述
が
見
つ
か
っ
た
が
、
結
局
、
こ

の
時
に
は
出
役
の
最
初
の
経
緯
は
分
か
ら
な

か
っ
た
。
そ
の
後
、
右
門
は
、
町
の
大
年
寄

に
も
尋
ね
て
み
た
り
、
様
々
な
旧
記
類
を
調

べ
て
み
た
が
、
や
は
り
分
か
ら
な
か
っ
た
。

　

そ
し
て
、
四
月
二
十
三
日
、
大
目
附
太
田

舎
人
か
ら
昼
夜
の
弁
当
に
つ
い
て
回
答
が

あ
っ
た
。
同
心
組
の
引
き
上
げ
が
遅
く
な
る

の
は
芝
居
見
せ
物
が
原
因
な
の
で
、
同
心
組

の
夜
食
弁
当
に
つ
い
て
は
見
せ
物
勧
進
元
が

賄
う
こ
と
と
す
る
。
た
だ
、
今
は
撤
去
し
て

い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
以
前
に
腰
掛
け
を
置

い
て
い
た
程
度
の
大
見
せ
物
の
勧
進
元
が
賄

う
も
の
と
し
て
、
小
見
せ
物
の
勧
進
元
は
負

担
に
及
ば
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ

の
達
の
内
容
は
、
寺
社
取
次
か
ら
神
主
を
通

じ
て
勧
進
元
に
申
し
付
け
ら
れ
た
。

　

た
か
が
出
役
役
人
に
支
給
す
る
弁
当
代
が

こ
の
よ
う
に
や
や
こ
し
い
話
に
な
る
の
は
、

一
宮
市
町
の
複
合
的
な
成
り
立
ち
と
、
そ
れ

に
由
来
す
る
様
々
な
役
所
か
ら
の
出
役
が
、

明
確
な
区
分
の
無
い
状
態
で
混
在
し
て
い
る

こ
と
が
原
因
で
あ
っ
た
。

　
一
宮
警
固
出
役
勤
方
の
制
定

　

寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
三
月
二
十
九
日
、

物
頭
組
の
小
頭
数
人
が
同
心
組
小
頭
の
川
端

又
六
を
訪
ね
て
き
た
。
程
な
く
一
宮
市
町
が

始
ま
る
に
際
し
て
、
是
ま
で
の
経
緯
を
踏
ま

え
て
「
無
伏
蔵
申
談
」
じ
た
い
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
川
端
又
六
は
承
知
し
た
と
回
答
し

て
い
る
。
こ
の
時
に
挨
拶
に
訪
れ
た
物
頭
組

の
小
頭
は
、
鉄
砲
御
持
小
頭
藤
田
文
内
、
弓

御
持
小
頭
下
山
江
助
、
鉄
砲
御
先
手
小
頭
田

口
伝
平
、
弓
御
先
手
小
頭
西
村
平
八
の
四
人

で
、
残
り
二
人
は
病
気
で
休
ん
で
い
た
。

　

四
月
八
日
、「
警
固
出
役
一
件
并
物
頭
と

兼
而
取
合
一
件
」
に
つ
い
て
、
町
奉
行
増
児

右
門
は
、
御
用
所
に
お
い
て
月
番
御
年
寄
伊

達
与
兵
衛
に
詳
し
く
説
明
し
た
。
こ
の
「
取

合
」
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
か
な
り
以

前
か
ら
の
行
き
違
い
や
揉
め
事
が
あ
っ
た
こ

と
は
間
違
い
な
か
っ
た
。
伊
達
か
ら
、
同
様

の
内
容
を
大
目
付
に
も
説
明
す
る
よ
う
に
指

示
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
大
目
付
伊
達
頼
母
か
ら

は
文
書
に
し
て
提
出
す
る
よ
う
に
と
の
こ
と

で
、
増
児
右
門
は
書
き
記
し
た
書
類
を
翌
九

日
に
提
出
し
て
い
る
。

　

四
月
十
一
日
、
大
目
付
か
ら
城
内
の
役
所

に
呼
び
出
さ
れ
た
増
児
右
門
に
、
大
目
付
伊

達
頼
母
は
、
こ
の
度
「
一
宮
警
固
出
役
勤
方
」

を
改
め
る
と
し
て
新
た
な
勤
方
を
渡
し
た
。

そ
こ
で
は
各
役
所
の
担
当
宛
て
の
勤
方
が
定

め
ら
れ
て
い
て
、
御
徒
目
附
目
附
組
に
一
宮

市
町
出
役
勤
方
四
ヶ
条
、
町
奉
行
に
一
宮
市

町
警
固
同
心
組
勤
方
五
ヶ
条
、
郡
代
に
一
宮

市
町
出
役
下
代
勤
方
五
ヶ
条
、
物
頭
に
一
宮

市
町
警
固
足
軽
勤
方
四
ヶ
条
、
寺
社
取
次
に

一
宮
市
町
出
役
下
代
勤
方
四
ヶ
条
が
申
し
渡

さ
れ
た
。

　

勤
方
の
基
本
は
四
ヶ
条
で
、
町
奉
行
と
郡

代
に
は
第
三
条
の
後
に
一
ヶ
条
が
付
け
足
さ

れ
た
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
基
本
の
四
ヶ
条

は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

第
一
条　

見
せ
物
小
屋
内
に
設
置
し
て
あ
っ

た
腰
掛
け
（
役
人
用
）
の
撤
去

第
二
条　

晩
に
な
っ
て
見
せ
物
が
終
了
し
た

ら
御
徒
目
付
立
宿
に
届
け
て
か
ら

引
き
上
げ
る
こ
と
（
御
徒
目
付
は

届
を
承
け
て
か
ら
引
き
上
げ
る
）

第
三
条　

変
義
が
あ
っ
た
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
判

断
で
見
せ
物
を
差
し
止
め
る
こ
と

　
　
　
　
（
そ
の
後
そ
れ
ぞ
れ
に
報
告
）（
神

主
が
差
し
止
め
る
こ
と
も
あ
る
）

第
四
条
（
町
奉
行
宛
と
郡
代
宛
で
は
第
五
条

と
な
る
）
出
役
警
固
は
一
体
な
の

で
、
一
同
和
順
を
心
懸
け
る
こ
と

　

こ
れ
ら
に
加
え
て
、
町
奉
行
と
郡
代
に
つ

い
て
は
第
三
条
の
次
に
独
自
条
項
が
付
け
足

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
町
奉
行
に
関
し
て

は
、従
来
、出
役
が
市
町
か
ら
引
き
上
げ
た
後
、

龍
之
口
を
過
ぎ
て
い
た
ら
市
町
で
変
義
が

あ
っ
て
も
引
き
返
さ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

た
が
、
今
後
は
ど
こ
ま
で
戻
っ
て
い
て
も
変

義
に
際
し
て
は
駆
け
つ
け
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
。

　

ま
た
、
郡
代
は
、
市
町
の
変
義
へ
の
対
応

で
警
固
出
役
者
の
引
き
上
げ
が
遅
く
な
っ
た

場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
賄
を
手
配
す
る
こ
と

と
さ
れ
た
。

　

こ
の
勤
方
を
渡
し
た
後
、
大
目
付
か
ら
言

い
渡
し
が
あ
り
、
書
付
に
な
い
こ
と
は
従
来

通
り
と
す
る
こ
と
、
見
せ
物
が
な
く
て
も
田

植
祭
当
日
と
四
月
二
十
五
日
以
降
は
古
格
通

り
同
心
組
を
差
し
出
す
こ
と
が
指
示
さ
れ
た
。

ま
た
、
前
年
に
指
示
し
て
い
る
が
、
目
明
し

の
弁
当
代
は
是
ま
で
通
り
芝
居
関
係
者
か
ら

受
け
取
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

　

こ
の
書
付
の
内
容
に
つ
い
て
、
右
門
は
二

点
の
疑
義
を
確
認
し
、
変
義
と
は
言
え
な
い

が
晩
に
な
っ
て
も
芝
居
を
止
め
な
い
場
合
、

そ
れ
ぞ
れ
で
差
し
止
め
て
よ
い
こ
と
、
ま
た
、

同
心
組
で
は
以
前
か
ら
、
晩
が
近
づ
く
と
は

や
り
芝
居
か
ら
止
め
さ
せ
て
い
た
が
、
そ
う

し
た
区
別
は
し
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
内
容
に
つ
い
て
、翌
四
月
十
二
日
、

右
門
は
小
頭
川
端
又
六
を
通
じ
て
同
心
組
に

伝
え
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
内
容
で
は
、

要
す
る
に
協
力
し
て
推
進
す
る
こ
と
を
指
示

し
て
い
る
だ
け
で
、
明
確
な
業
務
区
分
は
見

ら
れ
な
い
。
そ
う
し
た
不
安
要
素
を
示
す
か

の
よ
う
に
、
実
際
に
は
ま
だ
曖
昧
な
部
分
が

多
く
残
さ
れ
て
い
る
事
例
が
翌
日
に
見
ら
れ
る
。

　

四
月
十
三
日
、
一
宮
市
町
で
稼
ぐ
芸
人
の

世
話
役
と
な
る
城
下
町
商
人
か
ら
願
書
が
提

出
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
町
奉
行
（
右
門
は

本
日
差
扣
、
三
浦
十
郎
左
衛
門
が
仮
役
）
は

寺
社
取
次
に
引
合
し
た
上
で
聞
き
届
け
た
が
、

そ
れ
に
つ
い
て
、
寺
社
取
次
藤
本
十
兵
衛
か

ら
は
、
一
宮
市
町
の
見
せ
物
芝
居
な
ど
は
、

社
方
で
は
届
捨
て
に
し
て
い
る
の
で
、
以
後

願
書
の
引
合
は
必
要
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
但
、
こ
れ
は
一
宮
市
町
だ
け
で
あ
っ
て
、

総
社
宮
市
町
見
せ
物
な
ど
は
伺
い
の
上
で
許

可
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
　
一
宮
市
町
の
衰
微

　

一
宮
市
町
の
賑
わ
い
が
長
く
伝
承
さ
れ
る

中
で
、
賑
わ
い
の
印
象
が
あ
ま
り
に
強
い
た

め
に
、
実
際
の
姿
が
正
確
に
伝
わ
っ
て
い
た

の
だ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
ふ
し
が
あ
る
。
そ

う
し
た
点
に
つ
い
て
、
藩
役
人
が
出
役
担
当

と
し
て
目
に
し
た
事
例
か
ら
見
て
み
た
い
。

　

寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
四
月
十
三
日
、

田
植
祭
の
当
日
な
の
で
、
こ
の
日
は
同
心
を
出

役
さ
せ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
今
後
見
せ
物
が

無
い
と
い
う
こ
と
で
二
十
四
日
ま
で
は
出
役
を

出
さ
な
い
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
曲
馬
乗
り
が

今
日
か
ら
興
行
す
る
と
の
こ
と
で
、
急
遽
翌
日

以
降
も
出
役
を
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
時
に
は
城
下
町
で
徳
守
宮
芝
居
が
興

行
さ
れ
て
お
り
、
町
奉
行
と
し
て
は
両
方
の

警
備
で
は
人
手
不
足
と
な
り
、
御
使
組
か
ら

の
加
人
二
人
を
頼
む
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

徳
守
宮
芝
居
は
、
既
に
三
月
二
十
四
日
か
ら

始
ま
っ
て
お
り
、
芝
居
小
屋
前
に
煮
売
り
小

屋
や
茶
屋
小
屋
が
設
け
ら
れ
る
な
ど
、
連
日

賑
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
二
十
日
間
程
度
催
さ
れ
る

一
宮
市
町
で
、
当
初
は
田
植
祭
の
四
月
十
三

日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
見
せ
物
が
無
い
予
定

だ
っ
た
と
い
う
の
は
、
そ
の
賑
わ
い
が
薄
れ

て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
寛
政
七
年
（
一
七
九

五
）
の
警
備
出
役
勤
方
改
め
に
関
連
し
て
、

従
来
通
り
で
あ
る
と
し
な
が
ら
、
見
せ
物
が

無
く
て
も
田
植
祭
当
日
と
四
月
二
十
五
日
以

降
は
出
役
す
る
と
い
う
達
し
の
内
容
が
現
実

味
を
帯
び
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
田
植
祭
当

日
か
ら
四
月
二
十
四
日
ま
で
の
十
日
前
後
は
、

ほ
ぼ
見
せ
物
が
無
い
こ
と
が
こ
の
頃
の
通
例

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
年
の

四
月
十
三
日
か
ら
始
ま
る
筈
で
あ
っ
た
曲
馬

乗
り
に
し
て
も
、
実
祭
に
は
い
さ
さ
か
の
経

緯
が
あ
っ
た
後
、
結
局
は
遅
れ
て
二
十
一
日

か
ら
始
ま
っ
た
が
、
同
心
の
報
告
で
は
当
日

の
見
物
人
は
無
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
時
の
具
体
的
な
状
況
を
見
れ
ば
、
四

月
二
十
日
に
大
入
が
あ
っ
て
そ
の
後
に
木
戸

札
を
発
売
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
大
入
に

集
ま
る
は
ず
の
見
物
人
が
無
か
っ
た
た
め
、

木
戸
札
が
発
売
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

大
入
と
い
う
の
は
、
役
者
な
ど
関
係
者
が

揃
っ
て
見
せ
物
や
芝
居
な
ど
の
開
幕
前
に
催

さ
れ
る
宣
伝
イ
ベ
ン
ト
的
な
も
の
と
思
わ
れ
、

大
入
の
後
そ
の
ま
ま
木
戸
札
を
発
売
す
る
こ

と
も
あ
っ
た
が
、
多
く
は
開
幕
前
日
に
行
わ

れ
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
町

奉
行
所
同
心
は
、
一
宮
で
の
芝
居
に
つ
い
て

は
大
入
の
み
で
あ
れ
ば
出
役
せ
ず
、
芝
居
の

開
幕
に
あ
わ
せ
て
出
役
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
た
の
で
あ
る
。

　

寛
政
七
年（
一
七
九
五
）五
月
五
日
昼
過
ぎ
、

伏
見
町
に
お
い
て
舞
の
見
物
人
で
賑
わ
っ
て

い
る
最
中
、
見
物
人
の
紙
入
れ
が
盗
み
取
ら

れ
る
事
件
が
起
き
た
。
幸
い
直
ち
に
犯
人
は

捕
ら
え
ら
れ
取
り
調
べ
が
行
わ
れ
た
が
、
そ

の
自
白
内
容
は
興
味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。

犯
人
は
、
最
初
徳
守
神
社
の
芝
居
期
間
中
に

盗
み
を
働
き
、「
銀
札
六
匁
十
八
匁
二
十
八

匁
盗
取
」
に
成
功
し
、
そ
の
後
一
宮
市
町
に

行
っ
た
が
、「
人
少
ニ
而
働
出
来
不
申
漸
々

銀
札
六
分
盗
取
」
っ
た
の
み
で
あ
っ
た
と
言

う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
伏
見
町
で

の
犯
行
に
至
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
四
月
二
十
八
日
、

快
晴
だ
っ
た
こ
の
日
市
町
に
出
役
し
た
同
心

組
の
新
治
・
為
治
・
見
習
円
蔵
の
三
人
は
、

特
に
変
わ
っ
た
こ
と
も
な
く
一
日
が
終
わ
っ

た
と
し
な
が
ら
、「
昨
日
迄
ハ
一
向
人
無
之

処
今
日
ハ
夥
敷
群
集
候
」
と
、昨
日
迄
と
打
っ

て
変
わ
っ
て
多
く
の
人
で
賑
わ
っ
た
様
子
を

届
け
出
て
い
る
。
や
は
り
、
市
町
の
前
半
は

ほ
と
ん
ど
人
出
の
な
い
状
態
が
続
い
て
い
た

の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
特
に
変
わ
っ
た
報
告
も
な
く
過

ぎ
て
五
月
一
日
、
出
役
の
佐
十
郎
・
為
治
の

二
人
は
、「
今
日
者
大
群
集
ニ
候
」
と
届
け

出
て
い
る
。
お
そ
ら
く
は
四
月
二
十
八
日
以

来
の
群
集
で
あ
っ
た
た
め
、
敢
え
て
報
告
し

た
の
で
あ
ろ
う
。

　

寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
四
月
二
十
四
日
、

一
宮
田
植
祭
の
た
め
に
出
役
し
た
同
心
組
の

又
六
、
嘉
七
、
百
蔵
の
三
人
は
、
別
条
無
く

引
き
上
げ
た
こ
と
を
町
奉
行
に
報
告
し
て
い

る
が
、
そ
の
時
に
「
例
歳　
至
而
淋
敷
旨
」

を
申
し
出
て
い
る
。
こ
の
日
ま
で
に
は
見
せ

物
の
興
行
届
け
も
何
件
か
提
出
さ
れ
て
い
る

も
の
の
、「
至
而
」
淋
し
い
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

余
程
人
出
が
少
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

翌
二
十
五
日
は
雨
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、

出
役
し
た
新
治
と
円
蔵
は
、
引
き
取
っ
た
後

の
報
告
で
「
今
日
者
一
人
も
参
詣
無
之
」
と

し
て
い
る
。
し
か
し
、
五
月
一
日
に
は
状
況

が
一
変
し
、
出
役
の
佐
十
郎
と
栄
治
は
「
今

日
ハ
近
年
之
大
群
集
」
で
あ
っ
た
と
報
告
し

て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）

ま
で
の
数
年
間
を
見
て
も
、
市
町
の
期
間
中

に
連
日
の
賑
わ
い
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、

た
ま
に
群
集
と
呼
べ
る
賑
わ
い
が
あ
る
日
も

あ
っ
た
と
い
う
程
度
だ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か

で
、
と
て
も
一
宮
市
町
の
隆
盛
と
は
言
え
な

い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
藩
の
中

で
も
一
宮
市
町
の
衰
退
傾
向
と
し
て
認
識
さ

れ
て
お
り
、
経
済
的
な
低
迷
へ
の
危
惧
と
し

て
も
共
有
さ
れ
て
い
た
。

　

寛
政
九
年（
一
七
九
七
）十
一
月
二
十
八
日
、

城
下
町
で
「
売
女
」
を
店
に
置
い
て
い
た
町

人
が
裁
か
れ
た
が
、
そ
の
時
に
、
裁
判
に
は

し
な
い
で
町
奉
行
所
の
「
役
筋
切
之
取
計
」

と
し
て
、「
売
女
」
を
町
内
か
ら
の
追
い
払

い
と
し
た
の
み
で
「
内
分
ニ
而
も
可
然
」
と

さ
れ
た
。
こ
の
時
に
藩
上
層
部
の
考
え
は
、

「
売
女
体
之
義
ハ
又
博
奕　
一
等
軽
筋
ニ
も

候
」
と
し
て
お
り
、
大
目
に
見
て
も
よ
い
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
つ
い

で
の
議
論
で
「
一
ノ
宮
市
町
も
追
年
致
衰
微

気
毒
之
義
ニ
付
来
歳
抔　
ハ
郡
代
と
申
談
辰

之
口　

先
ハ
別
世
界
と
見
候
而
も
可
然
」
と

言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
中
山

神
社
手
前
の
辰
ノ
口
よ
り
向
こ
う
を
司
法
の

例
外
的
な
場
所
と
し
て
、一
宮
市
町
で
の
「
売

女
」
を
黙
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
市
町
の
賑

わ
い
を
取
り
戻
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
の
で

あ
る
。

　

寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
二
月
八
日
、

御
年
寄
小
須
賀
一
学
よ
り
大
目
付
大
田
舎
人

を
通
じ
て
、
町
奉
行
増
児
右
門
に
指
示
が

あ
っ
た
。「
一
宮
市
町
累
年
衰
微
ニ
付
厳
禁

差
免
候
様
」
に
考
え
て
郡
代
と
相
談
す
る
よ

う
に
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
増
児
右
門
は
、

直
ち
に
郡
代
三
浦
十
郎
左
衛
門
と
相
談
し
た

模
様
で
、
三
月
八
日
、「
一
ノ
宮
市
町
賑
ひ

候
様
取
計
考
」
を
連
名
で
認
め
て
御
用
番
に

提
出
し
て
い
る
。
こ
の
後
四
月
三
日
に
は
、

「
一
ノ
宮
市
町
中
見
せ
物
并
杓
取
女
之
類
も

勝
手
次
第
被
差
免
可
然
」
と
の
意
見
書
を
郡

代
と
と
も
に
差
し
出
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

の
「
取
計
考
」
の
内
容
が
、
以
前
の
藩
上
層

部
の
考
え
通
り
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
四
月
八
日
に
は
大

目
付
か
ら
意
見
書
通
り
の
通
達
が
出
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
た
対
策
に
関
連
し
て
か
、
興
味
深

い
が
不
思
議
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
記
録
さ
れ
て

い
る
。
四
月
十
八
日
、
一
宮
田
植
祭
の
日
に

出
役
し
た
藤
蔵
は
、「
近
年
ニ
無
之
賑
々
敷

事
共
ニ
而
夥
敷
致
群
集
候
得
共
無
別
条
引
取

候
」
と
町
奉
行
に
報
告
し
た
。
し
ば
ら
く
し

て
四
月
二
十
四
日
、
連
日
の
雨
で
こ
の
日
も

同
心
組
の
出
役
は
な
か
っ
た
が
、
以
前
出
役

の
藤
蔵
か
ら
一
宮
の
市
町
が
近
年
に
な
い
群

集
で
あ
る
と
の
報
告
を
受
け
て
い
た
増
児
右

門
は
、
家
老
の
安
藤
丹
後
に
状
況
を
報
告
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
安
藤
か
ら
「
例
歳　
ハ
却

而
不
景
気
之
旨
」
と
聞
い
て
い
る
と
知
ら
さ

れ
、
そ
ん
な
は
ず
は
な
い
と
思
い
な
が
ら
出

役
の
同
心
た
ち
に
確
認
す
る
と
、
藤
蔵
と
共

に
出
役
し
て
い
た
又
六
も
淋
し
か
っ
た
と
証

言
し
て
お
り
、
藤
蔵
の
嘘
で
あ
っ
た
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

な
ぜ
藤
蔵
が
こ
の
よ
う
な
つ
ま
ら
な
い
嘘

を
報
告
し
た
の
か
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
、
一
宮
市
町
に
お
け
る
規

制
緩
和
も
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
効
果
は
な

か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

  

お
わ
り
に

　

四
月
中
旬
か
ら
五
月
四
日
に
及
ぶ
三
週
間

近
く
の
長
期
に
わ
た
る
一
宮
市
町
が
、
あ
る

時
期
或
い
は
時
に
よ
り
あ
る
程
度
の
賑
わ
い

を
成
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ

う
が
、
そ
の
賑
わ
い
は
江
戸
時
代
を
通
じ
て

持
続
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
少
な
く
と
も

十
八
世
紀
に
は
明
ら
か
に
衰
微
の
兆
候
が
現

れ
て
い
た
。

　

今
回
は
、
町
奉
行
日
記
と
い
う
限
ら
れ
た

資
料
で
、
し
か
も
中
山
神
社
境
内
と
そ
の
近

辺
で
催
さ
れ
た
芝
居
や
見
せ
物
に
伴
う
市
町

の
状
況
を
確
認
し
た
の
み
で
あ
り
、
宮
川
の

東
で
催
さ
れ
て
い
た
牛
馬
市
に
は
言
及
し
て

い
な
い
。
当
然
、
牛
馬
市
の
盛
衰
も
合
わ
せ

て
考
察
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
宝
暦
十
二

年
（
一
七
六
二
）
の
売
れ
残
っ
た
牛
の
福
引

き
の
記
録
な
ど
か
ら
す
れ
ば
、
こ
ち
ら
に
も

様
々
な
経
緯
が
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
明

治
以
降
の
牛
馬
市
の
賑
わ
い
は
そ
れ
と
し
て
、

江
戸
時
代
の
状
況
は
、
当
時
の
資
料
か
ら
明

ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

一
宮
の
市
町
は
、
中
山
神
社
の
芝
居
や
見

せ
物
と
狭
義
の
市
町
、
そ
し
て
川
向
こ
う
の

牛
馬
市
か
ら
な
る
複
合
的
な
催
し
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
藩
の
管
轄
も
様
々
な
部
署
が
関

わ
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
入
り
組
ん
だ
構
造

を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
他
の
神
社
の
市
町

と
は
違
い
特
別
だ
と
さ
れ
て
い
た
一
宮
市
町

の
実
態
を
究
明
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

ろ
う
。
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は
じ
め
に

　

中
山
神
社
の
境
内
を
中
心
と
し
て
、
四
月

の
午
の
日
に
催
さ
れ
る
田
植
祭
か
ら
五
月
四

日
ま
で
開
催
さ
れ
る
市
町
は
、
宮
川
の
東
側

で
開
催
さ
れ
る
牛
馬
市
と
合
わ
せ
た
一
宮
市

町
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
実

際
の
様
子
は
ま
だ
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る
と
は
言
い
難
い
。

　

こ
れ
ま
で
の
成
果
で
は
、
芸
能
興
行
の
面

か
ら
研
究
を
進
め
た
竹
下
喜
久
男
氏
の
著
作

（『
近
世
地
方
芸
能
興
行
の
研
究
』）
が
代
表

的
な
も
の
で
あ
り
、
中
山
神
社
市
町
の
複
合

的
な
成
り
立
ち
や
、
そ
の
後
の
変
化
に
触
れ

ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
中
山
神
社
の
田

植
祭
を
中
心
と
す
る
一
宮
市
町
に
つ
い
て
、

牛
馬
市
や
一
宮
芝
居
と
併
行
し
て
催
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た
と
し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
中
山
神
社
の
勧
進
能
に

由
来
す
る
神
社
境
内
で
の
芝
居
、
そ
し
て
、

そ
の
他
の
見
せ
物
や
物
売
り
か
ら
な
る
狭
義

の
市
町
と
牛
馬
市
を
合
わ
せ
た
一
宮
市
町
の

賑
わ
い
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
津
山
藩
に
よ
る
市
町
の
警
備
や

出
役
の
状
況
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な

い
。

　

一
宮
市
町
は
中
山
神
社
境
内
と
鳥
居
前
の

馬
場
筋
を
主
と
す
る
が
、
牛
馬
市
の
開
催
地

な
ど
も
含
め
て
全
て
在
方
で
あ
る
。
ま
た
見

せ
物
な
ど
の
世
話
役
は
城
下
町
町
人
が
多
く

引
き
受
け
て
い
た
り
、
札
元
に
よ
っ
て
臨
時

の
銀
札
交
換
所
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、
こ
れ

だ
け
で
も
寺
社
取
次
、
郡
代
、
町
奉
行
な
ど

様
々
な
役
所
の
管
轄
が
入
り
組
ん
だ
状
態
と

な
っ
て
い
る
。
一
宮
市
町
は
、
こ
う
し
た
場

合
の
藩
の
対
応
や
組
織
の
在
り
方
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
の
で
き
る
希
有
な
事
例
で
も
あ

る
。
ま
た
、
後
に
は
市
町
の
主
要
な
催
し
と

な
る
牛
馬
市
そ
の
も
の
に
関
し
て
も
、
ま
だ

不
明
な
点
が
多
々
残
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
、「
津
山
松
平
藩
町
奉
行
日
記
」

（
津
山
郷
土
博
物
館
蔵
）
を
素
材
と
し
な
が
ら
、

中
山
神
社
境
内
や
鳥
居
か
ら
南
の
馬
場
筋
で

催
さ
れ
た
、
牛
馬
市
を
除
く
市
町
に
関
わ
る

藩
役
所
の
対
応
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
、
同

時
に
市
町
の
賑
わ
い
の
実
際
に
も
言
及
し
な

が
ら
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
一
宮
市
町
の
多

様
な
姿
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

  

市
町
警
備
出
役
の
弁
当
代

　

宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
四
月
十
六
日

の
記
事
に
、「
一
宮
市
町
中
同
心
組
ハ
銀
札

六
分
相
渡
し
賄
ニ
不
付
候
事
」
と
あ
る
。
同

心
組
は
町
奉
行
所
か
ら
の
経
費
で
銀
札
六
分

を
支
給
さ
れ
る
の
で
、
地
元
や
市
町
主
催
者

の
賄
は
受
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
賄
と
は
昼
弁
当
を
意
味
し
て
い
る
。
銀
札

六
分
は
毎
日
の
弁
当
代
で
、
後
の
記
録
で
も
、

出
役
し
た
同
心
組
に
は
市
町
終
了
後
に
日
数

分
の
弁
当
代
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
弁
当
代
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
以
前
に

同
心
組
に
賄
料
が
支
給
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

時
期
が
あ
り
、
村
山
左
仲
の
申
し
立
て
に
よ

り
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
村

山
左
仲
が
町
奉
行
を
し
て
い
た
の
は
享
保
十

二
年
（
一
七
二
七
）
閏
正
月
か
ら
同
十
五
年

（
一
七
三
〇
）
三
月
の
間
な
の
で
、
そ
の
頃

か
ら
支
給
さ
れ
始
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の

後
の
経
過
は
確
認
で
き
な
い
が
、
宝
暦
六
年

（
一
七
五
六
）
の
記
事
で
は
、
例
年
の
通
り

と
し
て
弁
当
代
が
支
給
さ
れ
て
い
る
の
で
、

支
給
が
継
続
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ

し
て
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
四
月
に
改

め
て
銀
札
六
分
の
支
給
が
確
認
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

　

こ
れ
に
続
く
次
の
条
で
は
「
御
徒
目
付
下

目
付
ハ
市
町
引
受
ニ
而
賄
い
た
し
候
様
是
ハ

古
格　
引
付
」
と
あ
っ
て
、
御
徒
目
付
下
目

付
の
賄
は
市
町
の
引
き
受
け
と
す
る
の
だ
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
古
く
か
ら
市
町
の
賄
と
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

津
山
藩
に
お
け
る
一
宮
市
町
と
御
徒
目
付
下

目
付
出
役
と
の
深
い
つ
な
が
り
が
推
測
さ
れ
、

町
奉
行
配
下
の
同
心
は
補
助
的
な
出
役
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

た
だ
、
御
徒
目
付
下
目
付
の
賄
に
つ
い
て

は
、「
卯
之
年　
去
歳
迄
ハ
六
分
ツ
ヽ
弁
当

代
受
取
候
」
と
あ
っ
て
、
宝
暦
九
年
（
一
七

五
九
）
卯
の
年
か
ら
同
十
一
年
（
一
七
六
一
）

巳
の
年
ま
で
は
藩
か
ら
弁
当
代
が
支
給
さ
れ

て
い
た
が
、
経
費
が
嵩
む
こ
と
か
ら
「
甚
指

支
候
ニ
付
今
年
大
目
付
所　
頼
之
趣
」
に

よ
っ
て
市
町
引
き
受
け
に
戻
し
た
の
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
続
け
て
の
条
で
「
郡
代
下
代
も

市
町
入
用
引
請
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

郡
代
下
代
に
つ
い
て
も
、
御
徒
目
付
下
目
付

と
同
じ
経
過
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
四
月
十
八
日
、

町
奉
行
か
ら
大
目
付
に
対
し
て
、
町
奉
行
所

同
心
が
一
宮
市
町
に
出
役
し
た
際
の
昼
夜
二

度
の
弁
当
を
、
藩
か
ら
支
給
し
て
欲
し
い
と

前
年
同
様
に
要
望
し
た
と
こ
ろ
、
大
目
付
太

田
舎
人
か
ら
、
町
奉
行
所
の
同
心
が
一
宮
市

町
に
出
役
す
る
よ
う
に
な
っ
た
最
初
の
経
緯

を
尋
ね
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
町
奉
行
が
古
い

「
出
番
帳
面
」
を
調
べ
て
み
る
と
、
最
も
古

い
記
録
と
し
て
は
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）

五
月
二
日
に
起
こ
っ
た
一
宮
芝
居
木
戸
で
の

喧
嘩
の
記
述
が
見
つ
か
っ
た
が
、
結
局
、
こ

の
時
に
は
出
役
の
最
初
の
経
緯
は
分
か
ら
な

か
っ
た
。
そ
の
後
、
右
門
は
、
町
の
大
年
寄

に
も
尋
ね
て
み
た
り
、
様
々
な
旧
記
類
を
調

べ
て
み
た
が
、
や
は
り
分
か
ら
な
か
っ
た
。

　

そ
し
て
、
四
月
二
十
三
日
、
大
目
附
太
田

舎
人
か
ら
昼
夜
の
弁
当
に
つ
い
て
回
答
が

あ
っ
た
。
同
心
組
の
引
き
上
げ
が
遅
く
な
る

の
は
芝
居
見
せ
物
が
原
因
な
の
で
、
同
心
組

の
夜
食
弁
当
に
つ
い
て
は
見
せ
物
勧
進
元
が

賄
う
こ
と
と
す
る
。
た
だ
、
今
は
撤
去
し
て

い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
以
前
に
腰
掛
け
を
置

い
て
い
た
程
度
の
大
見
せ
物
の
勧
進
元
が
賄

う
も
の
と
し
て
、
小
見
せ
物
の
勧
進
元
は
負

担
に
及
ば
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ

の
達
の
内
容
は
、
寺
社
取
次
か
ら
神
主
を
通

じ
て
勧
進
元
に
申
し
付
け
ら
れ
た
。

　

た
か
が
出
役
役
人
に
支
給
す
る
弁
当
代
が

こ
の
よ
う
に
や
や
こ
し
い
話
に
な
る
の
は
、

一
宮
市
町
の
複
合
的
な
成
り
立
ち
と
、
そ
れ

に
由
来
す
る
様
々
な
役
所
か
ら
の
出
役
が
、

明
確
な
区
分
の
無
い
状
態
で
混
在
し
て
い
る

こ
と
が
原
因
で
あ
っ
た
。

　
一
宮
警
固
出
役
勤
方
の
制
定

　

寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
三
月
二
十
九
日
、

物
頭
組
の
小
頭
数
人
が
同
心
組
小
頭
の
川
端

又
六
を
訪
ね
て
き
た
。
程
な
く
一
宮
市
町
が

始
ま
る
に
際
し
て
、
是
ま
で
の
経
緯
を
踏
ま

え
て
「
無
伏
蔵
申
談
」
じ
た
い
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
川
端
又
六
は
承
知
し
た
と
回
答
し

て
い
る
。
こ
の
時
に
挨
拶
に
訪
れ
た
物
頭
組

の
小
頭
は
、
鉄
砲
御
持
小
頭
藤
田
文
内
、
弓

御
持
小
頭
下
山
江
助
、
鉄
砲
御
先
手
小
頭
田

口
伝
平
、
弓
御
先
手
小
頭
西
村
平
八
の
四
人

で
、
残
り
二
人
は
病
気
で
休
ん
で
い
た
。

　

四
月
八
日
、「
警
固
出
役
一
件
并
物
頭
と

兼
而
取
合
一
件
」
に
つ
い
て
、
町
奉
行
増
児

右
門
は
、
御
用
所
に
お
い
て
月
番
御
年
寄
伊

達
与
兵
衛
に
詳
し
く
説
明
し
た
。
こ
の
「
取

合
」
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
か
な
り
以

前
か
ら
の
行
き
違
い
や
揉
め
事
が
あ
っ
た
こ

と
は
間
違
い
な
か
っ
た
。
伊
達
か
ら
、
同
様

の
内
容
を
大
目
付
に
も
説
明
す
る
よ
う
に
指

示
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
大
目
付
伊
達
頼
母
か
ら

は
文
書
に
し
て
提
出
す
る
よ
う
に
と
の
こ
と

で
、
増
児
右
門
は
書
き
記
し
た
書
類
を
翌
九

日
に
提
出
し
て
い
る
。

　

四
月
十
一
日
、
大
目
付
か
ら
城
内
の
役
所

に
呼
び
出
さ
れ
た
増
児
右
門
に
、
大
目
付
伊

達
頼
母
は
、
こ
の
度
「
一
宮
警
固
出
役
勤
方
」

を
改
め
る
と
し
て
新
た
な
勤
方
を
渡
し
た
。

そ
こ
で
は
各
役
所
の
担
当
宛
て
の
勤
方
が
定

め
ら
れ
て
い
て
、
御
徒
目
附
目
附
組
に
一
宮

市
町
出
役
勤
方
四
ヶ
条
、
町
奉
行
に
一
宮
市

町
警
固
同
心
組
勤
方
五
ヶ
条
、
郡
代
に
一
宮

市
町
出
役
下
代
勤
方
五
ヶ
条
、
物
頭
に
一
宮

市
町
警
固
足
軽
勤
方
四
ヶ
条
、
寺
社
取
次
に

一
宮
市
町
出
役
下
代
勤
方
四
ヶ
条
が
申
し
渡

さ
れ
た
。

　

勤
方
の
基
本
は
四
ヶ
条
で
、
町
奉
行
と
郡

代
に
は
第
三
条
の
後
に
一
ヶ
条
が
付
け
足
さ

れ
た
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
基
本
の
四
ヶ
条

は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

第
一
条　

見
せ
物
小
屋
内
に
設
置
し
て
あ
っ

た
腰
掛
け
（
役
人
用
）
の
撤
去

第
二
条　

晩
に
な
っ
て
見
せ
物
が
終
了
し
た

ら
御
徒
目
付
立
宿
に
届
け
て
か
ら

引
き
上
げ
る
こ
と
（
御
徒
目
付
は

届
を
承
け
て
か
ら
引
き
上
げ
る
）

第
三
条　

変
義
が
あ
っ
た
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
判

断
で
見
せ
物
を
差
し
止
め
る
こ
と

　
　
　
　
（
そ
の
後
そ
れ
ぞ
れ
に
報
告
）（
神

主
が
差
し
止
め
る
こ
と
も
あ
る
）

第
四
条
（
町
奉
行
宛
と
郡
代
宛
で
は
第
五
条

と
な
る
）
出
役
警
固
は
一
体
な
の

で
、
一
同
和
順
を
心
懸
け
る
こ
と

　

こ
れ
ら
に
加
え
て
、
町
奉
行
と
郡
代
に
つ

い
て
は
第
三
条
の
次
に
独
自
条
項
が
付
け
足

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
町
奉
行
に
関
し
て

は
、従
来
、出
役
が
市
町
か
ら
引
き
上
げ
た
後
、

龍
之
口
を
過
ぎ
て
い
た
ら
市
町
で
変
義
が

あ
っ
て
も
引
き
返
さ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

た
が
、
今
後
は
ど
こ
ま
で
戻
っ
て
い
て
も
変

義
に
際
し
て
は
駆
け
つ
け
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
。

　

ま
た
、
郡
代
は
、
市
町
の
変
義
へ
の
対
応

で
警
固
出
役
者
の
引
き
上
げ
が
遅
く
な
っ
た

場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
賄
を
手
配
す
る
こ
と

と
さ
れ
た
。

　

こ
の
勤
方
を
渡
し
た
後
、
大
目
付
か
ら
言

い
渡
し
が
あ
り
、
書
付
に
な
い
こ
と
は
従
来

通
り
と
す
る
こ
と
、
見
せ
物
が
な
く
て
も
田

植
祭
当
日
と
四
月
二
十
五
日
以
降
は
古
格
通

り
同
心
組
を
差
し
出
す
こ
と
が
指
示
さ
れ
た
。

ま
た
、
前
年
に
指
示
し
て
い
る
が
、
目
明
し

の
弁
当
代
は
是
ま
で
通
り
芝
居
関
係
者
か
ら

受
け
取
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

　

こ
の
書
付
の
内
容
に
つ
い
て
、
右
門
は
二

点
の
疑
義
を
確
認
し
、
変
義
と
は
言
え
な
い

が
晩
に
な
っ
て
も
芝
居
を
止
め
な
い
場
合
、

そ
れ
ぞ
れ
で
差
し
止
め
て
よ
い
こ
と
、
ま
た
、

同
心
組
で
は
以
前
か
ら
、
晩
が
近
づ
く
と
は

や
り
芝
居
か
ら
止
め
さ
せ
て
い
た
が
、
そ
う

し
た
区
別
は
し
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
内
容
に
つ
い
て
、翌
四
月
十
二
日
、

右
門
は
小
頭
川
端
又
六
を
通
じ
て
同
心
組
に

伝
え
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
内
容
で
は
、

要
す
る
に
協
力
し
て
推
進
す
る
こ
と
を
指
示

し
て
い
る
だ
け
で
、
明
確
な
業
務
区
分
は
見

ら
れ
な
い
。
そ
う
し
た
不
安
要
素
を
示
す
か

の
よ
う
に
、
実
際
に
は
ま
だ
曖
昧
な
部
分
が

多
く
残
さ
れ
て
い
る
事
例
が
翌
日
に
見
ら
れ
る
。

　

四
月
十
三
日
、
一
宮
市
町
で
稼
ぐ
芸
人
の

世
話
役
と
な
る
城
下
町
商
人
か
ら
願
書
が
提

出
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
町
奉
行
（
右
門
は

本
日
差
扣
、
三
浦
十
郎
左
衛
門
が
仮
役
）
は

寺
社
取
次
に
引
合
し
た
上
で
聞
き
届
け
た
が
、

そ
れ
に
つ
い
て
、
寺
社
取
次
藤
本
十
兵
衛
か

ら
は
、
一
宮
市
町
の
見
せ
物
芝
居
な
ど
は
、

社
方
で
は
届
捨
て
に
し
て
い
る
の
で
、
以
後

願
書
の
引
合
は
必
要
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
但
、
こ
れ
は
一
宮
市
町
だ
け
で
あ
っ
て
、

総
社
宮
市
町
見
せ
物
な
ど
は
伺
い
の
上
で
許

可
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
　
一
宮
市
町
の
衰
微

　

一
宮
市
町
の
賑
わ
い
が
長
く
伝
承
さ
れ
る

中
で
、
賑
わ
い
の
印
象
が
あ
ま
り
に
強
い
た

め
に
、
実
際
の
姿
が
正
確
に
伝
わ
っ
て
い
た

の
だ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
ふ
し
が
あ
る
。
そ

う
し
た
点
に
つ
い
て
、
藩
役
人
が
出
役
担
当

と
し
て
目
に
し
た
事
例
か
ら
見
て
み
た
い
。

　

寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
四
月
十
三
日
、

田
植
祭
の
当
日
な
の
で
、
こ
の
日
は
同
心
を
出

役
さ
せ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
今
後
見
せ
物
が

無
い
と
い
う
こ
と
で
二
十
四
日
ま
で
は
出
役
を

出
さ
な
い
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
曲
馬
乗
り
が

今
日
か
ら
興
行
す
る
と
の
こ
と
で
、
急
遽
翌
日

以
降
も
出
役
を
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
時
に
は
城
下
町
で
徳
守
宮
芝
居
が
興

行
さ
れ
て
お
り
、
町
奉
行
と
し
て
は
両
方
の

警
備
で
は
人
手
不
足
と
な
り
、
御
使
組
か
ら

の
加
人
二
人
を
頼
む
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

徳
守
宮
芝
居
は
、
既
に
三
月
二
十
四
日
か
ら

始
ま
っ
て
お
り
、
芝
居
小
屋
前
に
煮
売
り
小

屋
や
茶
屋
小
屋
が
設
け
ら
れ
る
な
ど
、
連
日

賑
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
二
十
日
間
程
度
催
さ
れ
る

一
宮
市
町
で
、
当
初
は
田
植
祭
の
四
月
十
三

日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
見
せ
物
が
無
い
予
定

だ
っ
た
と
い
う
の
は
、
そ
の
賑
わ
い
が
薄
れ

て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
寛
政
七
年
（
一
七
九

五
）
の
警
備
出
役
勤
方
改
め
に
関
連
し
て
、

従
来
通
り
で
あ
る
と
し
な
が
ら
、
見
せ
物
が

無
く
て
も
田
植
祭
当
日
と
四
月
二
十
五
日
以

降
は
出
役
す
る
と
い
う
達
し
の
内
容
が
現
実

味
を
帯
び
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
田
植
祭
当

日
か
ら
四
月
二
十
四
日
ま
で
の
十
日
前
後
は
、

ほ
ぼ
見
せ
物
が
無
い
こ
と
が
こ
の
頃
の
通
例

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
年
の

四
月
十
三
日
か
ら
始
ま
る
筈
で
あ
っ
た
曲
馬

乗
り
に
し
て
も
、
実
祭
に
は
い
さ
さ
か
の
経

緯
が
あ
っ
た
後
、
結
局
は
遅
れ
て
二
十
一
日

か
ら
始
ま
っ
た
が
、
同
心
の
報
告
で
は
当
日

の
見
物
人
は
無
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
時
の
具
体
的
な
状
況
を
見
れ
ば
、
四

月
二
十
日
に
大
入
が
あ
っ
て
そ
の
後
に
木
戸

札
を
発
売
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
大
入
に

集
ま
る
は
ず
の
見
物
人
が
無
か
っ
た
た
め
、

木
戸
札
が
発
売
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

大
入
と
い
う
の
は
、
役
者
な
ど
関
係
者
が

揃
っ
て
見
せ
物
や
芝
居
な
ど
の
開
幕
前
に
催

さ
れ
る
宣
伝
イ
ベ
ン
ト
的
な
も
の
と
思
わ
れ
、

大
入
の
後
そ
の
ま
ま
木
戸
札
を
発
売
す
る
こ

と
も
あ
っ
た
が
、
多
く
は
開
幕
前
日
に
行
わ

れ
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
町

奉
行
所
同
心
は
、
一
宮
で
の
芝
居
に
つ
い
て

は
大
入
の
み
で
あ
れ
ば
出
役
せ
ず
、
芝
居
の

開
幕
に
あ
わ
せ
て
出
役
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
た
の
で
あ
る
。

　

寛
政
七
年（
一
七
九
五
）五
月
五
日
昼
過
ぎ
、

伏
見
町
に
お
い
て
舞
の
見
物
人
で
賑
わ
っ
て

い
る
最
中
、
見
物
人
の
紙
入
れ
が
盗
み
取
ら

れ
る
事
件
が
起
き
た
。
幸
い
直
ち
に
犯
人
は

捕
ら
え
ら
れ
取
り
調
べ
が
行
わ
れ
た
が
、
そ

の
自
白
内
容
は
興
味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。

犯
人
は
、
最
初
徳
守
神
社
の
芝
居
期
間
中
に

盗
み
を
働
き
、「
銀
札
六
匁
十
八
匁
二
十
八

匁
盗
取
」
に
成
功
し
、
そ
の
後
一
宮
市
町
に

行
っ
た
が
、「
人
少
ニ
而
働
出
来
不
申
漸
々

銀
札
六
分
盗
取
」
っ
た
の
み
で
あ
っ
た
と
言

う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
伏
見
町
で

の
犯
行
に
至
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
四
月
二
十
八
日
、

快
晴
だ
っ
た
こ
の
日
市
町
に
出
役
し
た
同
心

組
の
新
治
・
為
治
・
見
習
円
蔵
の
三
人
は
、

特
に
変
わ
っ
た
こ
と
も
な
く
一
日
が
終
わ
っ

た
と
し
な
が
ら
、「
昨
日
迄
ハ
一
向
人
無
之

処
今
日
ハ
夥
敷
群
集
候
」
と
、昨
日
迄
と
打
っ

て
変
わ
っ
て
多
く
の
人
で
賑
わ
っ
た
様
子
を

届
け
出
て
い
る
。
や
は
り
、
市
町
の
前
半
は

ほ
と
ん
ど
人
出
の
な
い
状
態
が
続
い
て
い
た

の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
特
に
変
わ
っ
た
報
告
も
な
く
過

ぎ
て
五
月
一
日
、
出
役
の
佐
十
郎
・
為
治
の

二
人
は
、「
今
日
者
大
群
集
ニ
候
」
と
届
け

出
て
い
る
。
お
そ
ら
く
は
四
月
二
十
八
日
以

来
の
群
集
で
あ
っ
た
た
め
、
敢
え
て
報
告
し

た
の
で
あ
ろ
う
。

　

寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
四
月
二
十
四
日
、

一
宮
田
植
祭
の
た
め
に
出
役
し
た
同
心
組
の

又
六
、
嘉
七
、
百
蔵
の
三
人
は
、
別
条
無
く

引
き
上
げ
た
こ
と
を
町
奉
行
に
報
告
し
て
い

る
が
、
そ
の
時
に
「
例
歳　
至
而
淋
敷
旨
」

を
申
し
出
て
い
る
。
こ
の
日
ま
で
に
は
見
せ

物
の
興
行
届
け
も
何
件
か
提
出
さ
れ
て
い
る

も
の
の
、「
至
而
」
淋
し
い
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

余
程
人
出
が
少
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

翌
二
十
五
日
は
雨
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、

出
役
し
た
新
治
と
円
蔵
は
、
引
き
取
っ
た
後

の
報
告
で
「
今
日
者
一
人
も
参
詣
無
之
」
と

し
て
い
る
。
し
か
し
、
五
月
一
日
に
は
状
況

が
一
変
し
、
出
役
の
佐
十
郎
と
栄
治
は
「
今

日
ハ
近
年
之
大
群
集
」
で
あ
っ
た
と
報
告
し

て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）

ま
で
の
数
年
間
を
見
て
も
、
市
町
の
期
間
中

に
連
日
の
賑
わ
い
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、

た
ま
に
群
集
と
呼
べ
る
賑
わ
い
が
あ
る
日
も

あ
っ
た
と
い
う
程
度
だ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か

で
、
と
て
も
一
宮
市
町
の
隆
盛
と
は
言
え
な

い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
藩
の
中

で
も
一
宮
市
町
の
衰
退
傾
向
と
し
て
認
識
さ

れ
て
お
り
、
経
済
的
な
低
迷
へ
の
危
惧
と
し

て
も
共
有
さ
れ
て
い
た
。

　

寛
政
九
年（
一
七
九
七
）十
一
月
二
十
八
日
、

城
下
町
で
「
売
女
」
を
店
に
置
い
て
い
た
町

人
が
裁
か
れ
た
が
、
そ
の
時
に
、
裁
判
に
は

し
な
い
で
町
奉
行
所
の
「
役
筋
切
之
取
計
」

と
し
て
、「
売
女
」
を
町
内
か
ら
の
追
い
払

い
と
し
た
の
み
で
「
内
分
ニ
而
も
可
然
」
と

さ
れ
た
。
こ
の
時
に
藩
上
層
部
の
考
え
は
、

「
売
女
体
之
義
ハ
又
博
奕　
一
等
軽
筋
ニ
も

候
」
と
し
て
お
り
、
大
目
に
見
て
も
よ
い
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
つ
い

で
の
議
論
で
「
一
ノ
宮
市
町
も
追
年
致
衰
微

気
毒
之
義
ニ
付
来
歳
抔　
ハ
郡
代
と
申
談
辰

之
口　

先
ハ
別
世
界
と
見
候
而
も
可
然
」
と

言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
中
山

神
社
手
前
の
辰
ノ
口
よ
り
向
こ
う
を
司
法
の

例
外
的
な
場
所
と
し
て
、一
宮
市
町
で
の
「
売

女
」
を
黙
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
市
町
の
賑

わ
い
を
取
り
戻
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
の
で

あ
る
。

　

寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
二
月
八
日
、

御
年
寄
小
須
賀
一
学
よ
り
大
目
付
大
田
舎
人

を
通
じ
て
、
町
奉
行
増
児
右
門
に
指
示
が

あ
っ
た
。「
一
宮
市
町
累
年
衰
微
ニ
付
厳
禁

差
免
候
様
」
に
考
え
て
郡
代
と
相
談
す
る
よ

う
に
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
増
児
右
門
は
、

直
ち
に
郡
代
三
浦
十
郎
左
衛
門
と
相
談
し
た

模
様
で
、
三
月
八
日
、「
一
ノ
宮
市
町
賑
ひ

候
様
取
計
考
」
を
連
名
で
認
め
て
御
用
番
に

提
出
し
て
い
る
。
こ
の
後
四
月
三
日
に
は
、

「
一
ノ
宮
市
町
中
見
せ
物
并
杓
取
女
之
類
も

勝
手
次
第
被
差
免
可
然
」
と
の
意
見
書
を
郡

代
と
と
も
に
差
し
出
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

の
「
取
計
考
」
の
内
容
が
、
以
前
の
藩
上
層

部
の
考
え
通
り
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
四
月
八
日
に
は
大

目
付
か
ら
意
見
書
通
り
の
通
達
が
出
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
た
対
策
に
関
連
し
て
か
、
興
味
深

い
が
不
思
議
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
記
録
さ
れ
て

い
る
。
四
月
十
八
日
、
一
宮
田
植
祭
の
日
に

出
役
し
た
藤
蔵
は
、「
近
年
ニ
無
之
賑
々
敷

事
共
ニ
而
夥
敷
致
群
集
候
得
共
無
別
条
引
取

候
」
と
町
奉
行
に
報
告
し
た
。
し
ば
ら
く
し

て
四
月
二
十
四
日
、
連
日
の
雨
で
こ
の
日
も

同
心
組
の
出
役
は
な
か
っ
た
が
、
以
前
出
役

の
藤
蔵
か
ら
一
宮
の
市
町
が
近
年
に
な
い
群

集
で
あ
る
と
の
報
告
を
受
け
て
い
た
増
児
右

門
は
、
家
老
の
安
藤
丹
後
に
状
況
を
報
告
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
安
藤
か
ら
「
例
歳　
ハ
却

而
不
景
気
之
旨
」
と
聞
い
て
い
る
と
知
ら
さ

れ
、
そ
ん
な
は
ず
は
な
い
と
思
い
な
が
ら
出

役
の
同
心
た
ち
に
確
認
す
る
と
、
藤
蔵
と
共

に
出
役
し
て
い
た
又
六
も
淋
し
か
っ
た
と
証

言
し
て
お
り
、
藤
蔵
の
嘘
で
あ
っ
た
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

な
ぜ
藤
蔵
が
こ
の
よ
う
な
つ
ま
ら
な
い
嘘

を
報
告
し
た
の
か
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
、
一
宮
市
町
に
お
け
る
規

制
緩
和
も
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
効
果
は
な

か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

  

お
わ
り
に

　

四
月
中
旬
か
ら
五
月
四
日
に
及
ぶ
三
週
間

近
く
の
長
期
に
わ
た
る
一
宮
市
町
が
、
あ
る

時
期
或
い
は
時
に
よ
り
あ
る
程
度
の
賑
わ
い

を
成
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ

う
が
、
そ
の
賑
わ
い
は
江
戸
時
代
を
通
じ
て

持
続
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
少
な
く
と
も

十
八
世
紀
に
は
明
ら
か
に
衰
微
の
兆
候
が
現

れ
て
い
た
。

　

今
回
は
、
町
奉
行
日
記
と
い
う
限
ら
れ
た

資
料
で
、
し
か
も
中
山
神
社
境
内
と
そ
の
近

辺
で
催
さ
れ
た
芝
居
や
見
せ
物
に
伴
う
市
町

の
状
況
を
確
認
し
た
の
み
で
あ
り
、
宮
川
の

東
で
催
さ
れ
て
い
た
牛
馬
市
に
は
言
及
し
て

い
な
い
。
当
然
、
牛
馬
市
の
盛
衰
も
合
わ
せ

て
考
察
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
宝
暦
十
二

年
（
一
七
六
二
）
の
売
れ
残
っ
た
牛
の
福
引

き
の
記
録
な
ど
か
ら
す
れ
ば
、
こ
ち
ら
に
も

様
々
な
経
緯
が
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
明

治
以
降
の
牛
馬
市
の
賑
わ
い
は
そ
れ
と
し
て
、

江
戸
時
代
の
状
況
は
、
当
時
の
資
料
か
ら
明

ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

一
宮
の
市
町
は
、
中
山
神
社
の
芝
居
や
見

せ
物
と
狭
義
の
市
町
、
そ
し
て
川
向
こ
う
の

牛
馬
市
か
ら
な
る
複
合
的
な
催
し
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
藩
の
管
轄
も
様
々
な
部
署
が
関

わ
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
入
り
組
ん
だ
構
造

を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
他
の
神
社
の
市
町

と
は
違
い
特
別
だ
と
さ
れ
て
い
た
一
宮
市
町

の
実
態
を
究
明
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

ろ
う
。
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は
じ
め
に

　

中
山
神
社
の
境
内
を
中
心
と
し
て
、
四
月

の
午
の
日
に
催
さ
れ
る
田
植
祭
か
ら
五
月
四

日
ま
で
開
催
さ
れ
る
市
町
は
、
宮
川
の
東
側

で
開
催
さ
れ
る
牛
馬
市
と
合
わ
せ
た
一
宮
市

町
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
実

際
の
様
子
は
ま
だ
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る
と
は
言
い
難
い
。

　

こ
れ
ま
で
の
成
果
で
は
、
芸
能
興
行
の
面

か
ら
研
究
を
進
め
た
竹
下
喜
久
男
氏
の
著
作

（『
近
世
地
方
芸
能
興
行
の
研
究
』）
が
代
表

的
な
も
の
で
あ
り
、
中
山
神
社
市
町
の
複
合

的
な
成
り
立
ち
や
、
そ
の
後
の
変
化
に
触
れ

ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
中
山
神
社
の
田

植
祭
を
中
心
と
す
る
一
宮
市
町
に
つ
い
て
、

牛
馬
市
や
一
宮
芝
居
と
併
行
し
て
催
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た
と
し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
中
山
神
社
の
勧
進
能
に

由
来
す
る
神
社
境
内
で
の
芝
居
、
そ
し
て
、

そ
の
他
の
見
せ
物
や
物
売
り
か
ら
な
る
狭
義

の
市
町
と
牛
馬
市
を
合
わ
せ
た
一
宮
市
町
の

賑
わ
い
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
津
山
藩
に
よ
る
市
町
の
警
備
や

出
役
の
状
況
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な

い
。

　

一
宮
市
町
は
中
山
神
社
境
内
と
鳥
居
前
の

馬
場
筋
を
主
と
す
る
が
、
牛
馬
市
の
開
催
地

な
ど
も
含
め
て
全
て
在
方
で
あ
る
。
ま
た
見

せ
物
な
ど
の
世
話
役
は
城
下
町
町
人
が
多
く

引
き
受
け
て
い
た
り
、
札
元
に
よ
っ
て
臨
時

の
銀
札
交
換
所
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、
こ
れ

だ
け
で
も
寺
社
取
次
、
郡
代
、
町
奉
行
な
ど

様
々
な
役
所
の
管
轄
が
入
り
組
ん
だ
状
態
と

な
っ
て
い
る
。
一
宮
市
町
は
、
こ
う
し
た
場

合
の
藩
の
対
応
や
組
織
の
在
り
方
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
の
で
き
る
希
有
な
事
例
で
も
あ

る
。
ま
た
、
後
に
は
市
町
の
主
要
な
催
し
と

な
る
牛
馬
市
そ
の
も
の
に
関
し
て
も
、
ま
だ

不
明
な
点
が
多
々
残
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
、「
津
山
松
平
藩
町
奉
行
日
記
」

（
津
山
郷
土
博
物
館
蔵
）
を
素
材
と
し
な
が
ら
、

中
山
神
社
境
内
や
鳥
居
か
ら
南
の
馬
場
筋
で

催
さ
れ
た
、
牛
馬
市
を
除
く
市
町
に
関
わ
る

藩
役
所
の
対
応
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
、
同

時
に
市
町
の
賑
わ
い
の
実
際
に
も
言
及
し
な

が
ら
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
一
宮
市
町
の
多

様
な
姿
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

  

市
町
警
備
出
役
の
弁
当
代

　

宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
四
月
十
六
日

の
記
事
に
、「
一
宮
市
町
中
同
心
組
ハ
銀
札

六
分
相
渡
し
賄
ニ
不
付
候
事
」
と
あ
る
。
同

心
組
は
町
奉
行
所
か
ら
の
経
費
で
銀
札
六
分

を
支
給
さ
れ
る
の
で
、
地
元
や
市
町
主
催
者

の
賄
は
受
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
賄
と
は
昼
弁
当
を
意
味
し
て
い
る
。
銀
札

六
分
は
毎
日
の
弁
当
代
で
、
後
の
記
録
で
も
、

出
役
し
た
同
心
組
に
は
市
町
終
了
後
に
日
数

分
の
弁
当
代
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
弁
当
代
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
以
前
に

同
心
組
に
賄
料
が
支
給
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

時
期
が
あ
り
、
村
山
左
仲
の
申
し
立
て
に
よ

り
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
村

山
左
仲
が
町
奉
行
を
し
て
い
た
の
は
享
保
十

二
年
（
一
七
二
七
）
閏
正
月
か
ら
同
十
五
年

（
一
七
三
〇
）
三
月
の
間
な
の
で
、
そ
の
頃

か
ら
支
給
さ
れ
始
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の

後
の
経
過
は
確
認
で
き
な
い
が
、
宝
暦
六
年

（
一
七
五
六
）
の
記
事
で
は
、
例
年
の
通
り

と
し
て
弁
当
代
が
支
給
さ
れ
て
い
る
の
で
、

支
給
が
継
続
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ

し
て
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
四
月
に
改

め
て
銀
札
六
分
の
支
給
が
確
認
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

　

こ
れ
に
続
く
次
の
条
で
は
「
御
徒
目
付
下

目
付
ハ
市
町
引
受
ニ
而
賄
い
た
し
候
様
是
ハ

古
格　
引
付
」
と
あ
っ
て
、
御
徒
目
付
下
目

付
の
賄
は
市
町
の
引
き
受
け
と
す
る
の
だ
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
古
く
か
ら
市
町
の
賄
と
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

津
山
藩
に
お
け
る
一
宮
市
町
と
御
徒
目
付
下

目
付
出
役
と
の
深
い
つ
な
が
り
が
推
測
さ
れ
、

町
奉
行
配
下
の
同
心
は
補
助
的
な
出
役
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

た
だ
、
御
徒
目
付
下
目
付
の
賄
に
つ
い
て

は
、「
卯
之
年　
去
歳
迄
ハ
六
分
ツ
ヽ
弁
当

代
受
取
候
」
と
あ
っ
て
、
宝
暦
九
年
（
一
七

五
九
）
卯
の
年
か
ら
同
十
一
年
（
一
七
六
一
）

巳
の
年
ま
で
は
藩
か
ら
弁
当
代
が
支
給
さ
れ

て
い
た
が
、
経
費
が
嵩
む
こ
と
か
ら
「
甚
指

支
候
ニ
付
今
年
大
目
付
所　
頼
之
趣
」
に

よ
っ
て
市
町
引
き
受
け
に
戻
し
た
の
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
続
け
て
の
条
で
「
郡
代
下
代
も

市
町
入
用
引
請
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

郡
代
下
代
に
つ
い
て
も
、
御
徒
目
付
下
目
付

と
同
じ
経
過
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
四
月
十
八
日
、

町
奉
行
か
ら
大
目
付
に
対
し
て
、
町
奉
行
所

同
心
が
一
宮
市
町
に
出
役
し
た
際
の
昼
夜
二

度
の
弁
当
を
、
藩
か
ら
支
給
し
て
欲
し
い
と

前
年
同
様
に
要
望
し
た
と
こ
ろ
、
大
目
付
太

田
舎
人
か
ら
、
町
奉
行
所
の
同
心
が
一
宮
市

町
に
出
役
す
る
よ
う
に
な
っ
た
最
初
の
経
緯

を
尋
ね
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
町
奉
行
が
古
い

「
出
番
帳
面
」
を
調
べ
て
み
る
と
、
最
も
古

い
記
録
と
し
て
は
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）

五
月
二
日
に
起
こ
っ
た
一
宮
芝
居
木
戸
で
の

喧
嘩
の
記
述
が
見
つ
か
っ
た
が
、
結
局
、
こ

の
時
に
は
出
役
の
最
初
の
経
緯
は
分
か
ら
な

か
っ
た
。
そ
の
後
、
右
門
は
、
町
の
大
年
寄

に
も
尋
ね
て
み
た
り
、
様
々
な
旧
記
類
を
調

べ
て
み
た
が
、
や
は
り
分
か
ら
な
か
っ
た
。

　

そ
し
て
、
四
月
二
十
三
日
、
大
目
附
太
田

舎
人
か
ら
昼
夜
の
弁
当
に
つ
い
て
回
答
が

あ
っ
た
。
同
心
組
の
引
き
上
げ
が
遅
く
な
る

の
は
芝
居
見
せ
物
が
原
因
な
の
で
、
同
心
組

の
夜
食
弁
当
に
つ
い
て
は
見
せ
物
勧
進
元
が

賄
う
こ
と
と
す
る
。
た
だ
、
今
は
撤
去
し
て

い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
以
前
に
腰
掛
け
を
置

い
て
い
た
程
度
の
大
見
せ
物
の
勧
進
元
が
賄

う
も
の
と
し
て
、
小
見
せ
物
の
勧
進
元
は
負

担
に
及
ば
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ

の
達
の
内
容
は
、
寺
社
取
次
か
ら
神
主
を
通

じ
て
勧
進
元
に
申
し
付
け
ら
れ
た
。

　

た
か
が
出
役
役
人
に
支
給
す
る
弁
当
代
が

こ
の
よ
う
に
や
や
こ
し
い
話
に
な
る
の
は
、

一
宮
市
町
の
複
合
的
な
成
り
立
ち
と
、
そ
れ

に
由
来
す
る
様
々
な
役
所
か
ら
の
出
役
が
、

明
確
な
区
分
の
無
い
状
態
で
混
在
し
て
い
る

こ
と
が
原
因
で
あ
っ
た
。

　
一
宮
警
固
出
役
勤
方
の
制
定

　

寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
三
月
二
十
九
日
、

物
頭
組
の
小
頭
数
人
が
同
心
組
小
頭
の
川
端

又
六
を
訪
ね
て
き
た
。
程
な
く
一
宮
市
町
が

始
ま
る
に
際
し
て
、
是
ま
で
の
経
緯
を
踏
ま

え
て
「
無
伏
蔵
申
談
」
じ
た
い
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
川
端
又
六
は
承
知
し
た
と
回
答
し

て
い
る
。
こ
の
時
に
挨
拶
に
訪
れ
た
物
頭
組

の
小
頭
は
、
鉄
砲
御
持
小
頭
藤
田
文
内
、
弓

御
持
小
頭
下
山
江
助
、
鉄
砲
御
先
手
小
頭
田

口
伝
平
、
弓
御
先
手
小
頭
西
村
平
八
の
四
人

で
、
残
り
二
人
は
病
気
で
休
ん
で
い
た
。

　

四
月
八
日
、「
警
固
出
役
一
件
并
物
頭
と

兼
而
取
合
一
件
」
に
つ
い
て
、
町
奉
行
増
児

右
門
は
、
御
用
所
に
お
い
て
月
番
御
年
寄
伊

達
与
兵
衛
に
詳
し
く
説
明
し
た
。
こ
の
「
取

合
」
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
か
な
り
以

前
か
ら
の
行
き
違
い
や
揉
め
事
が
あ
っ
た
こ

と
は
間
違
い
な
か
っ
た
。
伊
達
か
ら
、
同
様

の
内
容
を
大
目
付
に
も
説
明
す
る
よ
う
に
指

示
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
大
目
付
伊
達
頼
母
か
ら

は
文
書
に
し
て
提
出
す
る
よ
う
に
と
の
こ
と

で
、
増
児
右
門
は
書
き
記
し
た
書
類
を
翌
九

日
に
提
出
し
て
い
る
。

　

四
月
十
一
日
、
大
目
付
か
ら
城
内
の
役
所

に
呼
び
出
さ
れ
た
増
児
右
門
に
、
大
目
付
伊

達
頼
母
は
、
こ
の
度
「
一
宮
警
固
出
役
勤
方
」

を
改
め
る
と
し
て
新
た
な
勤
方
を
渡
し
た
。

そ
こ
で
は
各
役
所
の
担
当
宛
て
の
勤
方
が
定

め
ら
れ
て
い
て
、
御
徒
目
附
目
附
組
に
一
宮

市
町
出
役
勤
方
四
ヶ
条
、
町
奉
行
に
一
宮
市

町
警
固
同
心
組
勤
方
五
ヶ
条
、
郡
代
に
一
宮

市
町
出
役
下
代
勤
方
五
ヶ
条
、
物
頭
に
一
宮

市
町
警
固
足
軽
勤
方
四
ヶ
条
、
寺
社
取
次
に

一
宮
市
町
出
役
下
代
勤
方
四
ヶ
条
が
申
し
渡

さ
れ
た
。

　

勤
方
の
基
本
は
四
ヶ
条
で
、
町
奉
行
と
郡

代
に
は
第
三
条
の
後
に
一
ヶ
条
が
付
け
足
さ

れ
た
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
基
本
の
四
ヶ
条

は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

第
一
条　

見
せ
物
小
屋
内
に
設
置
し
て
あ
っ

た
腰
掛
け
（
役
人
用
）
の
撤
去

第
二
条　

晩
に
な
っ
て
見
せ
物
が
終
了
し
た

ら
御
徒
目
付
立
宿
に
届
け
て
か
ら

引
き
上
げ
る
こ
と
（
御
徒
目
付
は

届
を
承
け
て
か
ら
引
き
上
げ
る
）

第
三
条　

変
義
が
あ
っ
た
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
判

断
で
見
せ
物
を
差
し
止
め
る
こ
と

　
　
　
　
（
そ
の
後
そ
れ
ぞ
れ
に
報
告
）（
神

主
が
差
し
止
め
る
こ
と
も
あ
る
）

第
四
条
（
町
奉
行
宛
と
郡
代
宛
で
は
第
五
条

と
な
る
）
出
役
警
固
は
一
体
な
の

で
、
一
同
和
順
を
心
懸
け
る
こ
と

　

こ
れ
ら
に
加
え
て
、
町
奉
行
と
郡
代
に
つ

い
て
は
第
三
条
の
次
に
独
自
条
項
が
付
け
足

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
町
奉
行
に
関
し
て

は
、従
来
、出
役
が
市
町
か
ら
引
き
上
げ
た
後
、

龍
之
口
を
過
ぎ
て
い
た
ら
市
町
で
変
義
が

あ
っ
て
も
引
き
返
さ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

た
が
、
今
後
は
ど
こ
ま
で
戻
っ
て
い
て
も
変

義
に
際
し
て
は
駆
け
つ
け
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
。

　

ま
た
、
郡
代
は
、
市
町
の
変
義
へ
の
対
応

で
警
固
出
役
者
の
引
き
上
げ
が
遅
く
な
っ
た

場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
賄
を
手
配
す
る
こ
と

と
さ
れ
た
。

　

こ
の
勤
方
を
渡
し
た
後
、
大
目
付
か
ら
言

い
渡
し
が
あ
り
、
書
付
に
な
い
こ
と
は
従
来

通
り
と
す
る
こ
と
、
見
せ
物
が
な
く
て
も
田

植
祭
当
日
と
四
月
二
十
五
日
以
降
は
古
格
通

り
同
心
組
を
差
し
出
す
こ
と
が
指
示
さ
れ
た
。

ま
た
、
前
年
に
指
示
し
て
い
る
が
、
目
明
し

の
弁
当
代
は
是
ま
で
通
り
芝
居
関
係
者
か
ら

受
け
取
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

　

こ
の
書
付
の
内
容
に
つ
い
て
、
右
門
は
二

点
の
疑
義
を
確
認
し
、
変
義
と
は
言
え
な
い

が
晩
に
な
っ
て
も
芝
居
を
止
め
な
い
場
合
、

そ
れ
ぞ
れ
で
差
し
止
め
て
よ
い
こ
と
、
ま
た
、

同
心
組
で
は
以
前
か
ら
、
晩
が
近
づ
く
と
は

や
り
芝
居
か
ら
止
め
さ
せ
て
い
た
が
、
そ
う

し
た
区
別
は
し
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
内
容
に
つ
い
て
、翌
四
月
十
二
日
、

右
門
は
小
頭
川
端
又
六
を
通
じ
て
同
心
組
に

伝
え
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
内
容
で
は
、

要
す
る
に
協
力
し
て
推
進
す
る
こ
と
を
指
示

し
て
い
る
だ
け
で
、
明
確
な
業
務
区
分
は
見

ら
れ
な
い
。
そ
う
し
た
不
安
要
素
を
示
す
か

の
よ
う
に
、
実
際
に
は
ま
だ
曖
昧
な
部
分
が

多
く
残
さ
れ
て
い
る
事
例
が
翌
日
に
見
ら
れ
る
。

　

四
月
十
三
日
、
一
宮
市
町
で
稼
ぐ
芸
人
の

世
話
役
と
な
る
城
下
町
商
人
か
ら
願
書
が
提

出
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
町
奉
行
（
右
門
は

本
日
差
扣
、
三
浦
十
郎
左
衛
門
が
仮
役
）
は

寺
社
取
次
に
引
合
し
た
上
で
聞
き
届
け
た
が
、

そ
れ
に
つ
い
て
、
寺
社
取
次
藤
本
十
兵
衛
か

ら
は
、
一
宮
市
町
の
見
せ
物
芝
居
な
ど
は
、

社
方
で
は
届
捨
て
に
し
て
い
る
の
で
、
以
後

願
書
の
引
合
は
必
要
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
但
、
こ
れ
は
一
宮
市
町
だ
け
で
あ
っ
て
、

総
社
宮
市
町
見
せ
物
な
ど
は
伺
い
の
上
で
許

可
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
　
一
宮
市
町
の
衰
微

　

一
宮
市
町
の
賑
わ
い
が
長
く
伝
承
さ
れ
る

中
で
、
賑
わ
い
の
印
象
が
あ
ま
り
に
強
い
た

め
に
、
実
際
の
姿
が
正
確
に
伝
わ
っ
て
い
た

の
だ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
ふ
し
が
あ
る
。
そ

う
し
た
点
に
つ
い
て
、
藩
役
人
が
出
役
担
当

と
し
て
目
に
し
た
事
例
か
ら
見
て
み
た
い
。

　

寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
四
月
十
三
日
、

田
植
祭
の
当
日
な
の
で
、
こ
の
日
は
同
心
を
出

役
さ
せ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
今
後
見
せ
物
が

無
い
と
い
う
こ
と
で
二
十
四
日
ま
で
は
出
役
を

出
さ
な
い
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
曲
馬
乗
り
が

今
日
か
ら
興
行
す
る
と
の
こ
と
で
、
急
遽
翌
日

以
降
も
出
役
を
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
時
に
は
城
下
町
で
徳
守
宮
芝
居
が
興

行
さ
れ
て
お
り
、
町
奉
行
と
し
て
は
両
方
の

警
備
で
は
人
手
不
足
と
な
り
、
御
使
組
か
ら

の
加
人
二
人
を
頼
む
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

徳
守
宮
芝
居
は
、
既
に
三
月
二
十
四
日
か
ら

始
ま
っ
て
お
り
、
芝
居
小
屋
前
に
煮
売
り
小

屋
や
茶
屋
小
屋
が
設
け
ら
れ
る
な
ど
、
連
日

賑
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
二
十
日
間
程
度
催
さ
れ
る

一
宮
市
町
で
、
当
初
は
田
植
祭
の
四
月
十
三

日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
見
せ
物
が
無
い
予
定

だ
っ
た
と
い
う
の
は
、
そ
の
賑
わ
い
が
薄
れ

て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
寛
政
七
年
（
一
七
九

五
）
の
警
備
出
役
勤
方
改
め
に
関
連
し
て
、

従
来
通
り
で
あ
る
と
し
な
が
ら
、
見
せ
物
が

無
く
て
も
田
植
祭
当
日
と
四
月
二
十
五
日
以

降
は
出
役
す
る
と
い
う
達
し
の
内
容
が
現
実

味
を
帯
び
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
田
植
祭
当

日
か
ら
四
月
二
十
四
日
ま
で
の
十
日
前
後
は
、

ほ
ぼ
見
せ
物
が
無
い
こ
と
が
こ
の
頃
の
通
例

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
年
の

四
月
十
三
日
か
ら
始
ま
る
筈
で
あ
っ
た
曲
馬

乗
り
に
し
て
も
、
実
祭
に
は
い
さ
さ
か
の
経

緯
が
あ
っ
た
後
、
結
局
は
遅
れ
て
二
十
一
日

か
ら
始
ま
っ
た
が
、
同
心
の
報
告
で
は
当
日

の
見
物
人
は
無
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
時
の
具
体
的
な
状
況
を
見
れ
ば
、
四

月
二
十
日
に
大
入
が
あ
っ
て
そ
の
後
に
木
戸

札
を
発
売
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
大
入
に

集
ま
る
は
ず
の
見
物
人
が
無
か
っ
た
た
め
、

木
戸
札
が
発
売
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

大
入
と
い
う
の
は
、
役
者
な
ど
関
係
者
が

揃
っ
て
見
せ
物
や
芝
居
な
ど
の
開
幕
前
に
催

さ
れ
る
宣
伝
イ
ベ
ン
ト
的
な
も
の
と
思
わ
れ
、

大
入
の
後
そ
の
ま
ま
木
戸
札
を
発
売
す
る
こ

と
も
あ
っ
た
が
、
多
く
は
開
幕
前
日
に
行
わ

れ
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
町

奉
行
所
同
心
は
、
一
宮
で
の
芝
居
に
つ
い
て

は
大
入
の
み
で
あ
れ
ば
出
役
せ
ず
、
芝
居
の

開
幕
に
あ
わ
せ
て
出
役
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
た
の
で
あ
る
。

　

寛
政
七
年（
一
七
九
五
）五
月
五
日
昼
過
ぎ
、

伏
見
町
に
お
い
て
舞
の
見
物
人
で
賑
わ
っ
て

い
る
最
中
、
見
物
人
の
紙
入
れ
が
盗
み
取
ら

れ
る
事
件
が
起
き
た
。
幸
い
直
ち
に
犯
人
は

捕
ら
え
ら
れ
取
り
調
べ
が
行
わ
れ
た
が
、
そ

の
自
白
内
容
は
興
味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。

犯
人
は
、
最
初
徳
守
神
社
の
芝
居
期
間
中
に

盗
み
を
働
き
、「
銀
札
六
匁
十
八
匁
二
十
八

匁
盗
取
」
に
成
功
し
、
そ
の
後
一
宮
市
町
に

行
っ
た
が
、「
人
少
ニ
而
働
出
来
不
申
漸
々

銀
札
六
分
盗
取
」
っ
た
の
み
で
あ
っ
た
と
言

う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
伏
見
町
で

の
犯
行
に
至
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
四
月
二
十
八
日
、

快
晴
だ
っ
た
こ
の
日
市
町
に
出
役
し
た
同
心

組
の
新
治
・
為
治
・
見
習
円
蔵
の
三
人
は
、

特
に
変
わ
っ
た
こ
と
も
な
く
一
日
が
終
わ
っ

た
と
し
な
が
ら
、「
昨
日
迄
ハ
一
向
人
無
之

処
今
日
ハ
夥
敷
群
集
候
」
と
、昨
日
迄
と
打
っ

て
変
わ
っ
て
多
く
の
人
で
賑
わ
っ
た
様
子
を

届
け
出
て
い
る
。
や
は
り
、
市
町
の
前
半
は

ほ
と
ん
ど
人
出
の
な
い
状
態
が
続
い
て
い
た

の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
特
に
変
わ
っ
た
報
告
も
な
く
過

ぎ
て
五
月
一
日
、
出
役
の
佐
十
郎
・
為
治
の

二
人
は
、「
今
日
者
大
群
集
ニ
候
」
と
届
け

出
て
い
る
。
お
そ
ら
く
は
四
月
二
十
八
日
以

来
の
群
集
で
あ
っ
た
た
め
、
敢
え
て
報
告
し

た
の
で
あ
ろ
う
。

　

寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
四
月
二
十
四
日
、

一
宮
田
植
祭
の
た
め
に
出
役
し
た
同
心
組
の

又
六
、
嘉
七
、
百
蔵
の
三
人
は
、
別
条
無
く

引
き
上
げ
た
こ
と
を
町
奉
行
に
報
告
し
て
い

る
が
、
そ
の
時
に
「
例
歳　
至
而
淋
敷
旨
」

を
申
し
出
て
い
る
。
こ
の
日
ま
で
に
は
見
せ

物
の
興
行
届
け
も
何
件
か
提
出
さ
れ
て
い
る

も
の
の
、「
至
而
」
淋
し
い
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

余
程
人
出
が
少
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

翌
二
十
五
日
は
雨
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、

出
役
し
た
新
治
と
円
蔵
は
、
引
き
取
っ
た
後

の
報
告
で
「
今
日
者
一
人
も
参
詣
無
之
」
と

し
て
い
る
。
し
か
し
、
五
月
一
日
に
は
状
況

が
一
変
し
、
出
役
の
佐
十
郎
と
栄
治
は
「
今

日
ハ
近
年
之
大
群
集
」
で
あ
っ
た
と
報
告
し

て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）

ま
で
の
数
年
間
を
見
て
も
、
市
町
の
期
間
中

に
連
日
の
賑
わ
い
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、

た
ま
に
群
集
と
呼
べ
る
賑
わ
い
が
あ
る
日
も

あ
っ
た
と
い
う
程
度
だ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か

で
、
と
て
も
一
宮
市
町
の
隆
盛
と
は
言
え
な

い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
藩
の
中

で
も
一
宮
市
町
の
衰
退
傾
向
と
し
て
認
識
さ

れ
て
お
り
、
経
済
的
な
低
迷
へ
の
危
惧
と
し

て
も
共
有
さ
れ
て
い
た
。

　

寛
政
九
年（
一
七
九
七
）十
一
月
二
十
八
日
、

城
下
町
で
「
売
女
」
を
店
に
置
い
て
い
た
町

人
が
裁
か
れ
た
が
、
そ
の
時
に
、
裁
判
に
は

し
な
い
で
町
奉
行
所
の
「
役
筋
切
之
取
計
」

と
し
て
、「
売
女
」
を
町
内
か
ら
の
追
い
払

い
と
し
た
の
み
で
「
内
分
ニ
而
も
可
然
」
と

さ
れ
た
。
こ
の
時
に
藩
上
層
部
の
考
え
は
、

「
売
女
体
之
義
ハ
又
博
奕　
一
等
軽
筋
ニ
も

候
」
と
し
て
お
り
、
大
目
に
見
て
も
よ
い
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
つ
い

で
の
議
論
で
「
一
ノ
宮
市
町
も
追
年
致
衰
微

気
毒
之
義
ニ
付
来
歳
抔　
ハ
郡
代
と
申
談
辰

之
口　

先
ハ
別
世
界
と
見
候
而
も
可
然
」
と

言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
中
山

神
社
手
前
の
辰
ノ
口
よ
り
向
こ
う
を
司
法
の

例
外
的
な
場
所
と
し
て
、一
宮
市
町
で
の
「
売

女
」
を
黙
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
市
町
の
賑

わ
い
を
取
り
戻
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
の
で

あ
る
。

　

寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
二
月
八
日
、

御
年
寄
小
須
賀
一
学
よ
り
大
目
付
大
田
舎
人

を
通
じ
て
、
町
奉
行
増
児
右
門
に
指
示
が

あ
っ
た
。「
一
宮
市
町
累
年
衰
微
ニ
付
厳
禁

差
免
候
様
」
に
考
え
て
郡
代
と
相
談
す
る
よ

う
に
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
増
児
右
門
は
、

直
ち
に
郡
代
三
浦
十
郎
左
衛
門
と
相
談
し
た

模
様
で
、
三
月
八
日
、「
一
ノ
宮
市
町
賑
ひ

候
様
取
計
考
」
を
連
名
で
認
め
て
御
用
番
に

提
出
し
て
い
る
。
こ
の
後
四
月
三
日
に
は
、

「
一
ノ
宮
市
町
中
見
せ
物
并
杓
取
女
之
類
も

勝
手
次
第
被
差
免
可
然
」
と
の
意
見
書
を
郡

代
と
と
も
に
差
し
出
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

の
「
取
計
考
」
の
内
容
が
、
以
前
の
藩
上
層

部
の
考
え
通
り
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
四
月
八
日
に
は
大

目
付
か
ら
意
見
書
通
り
の
通
達
が
出
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
た
対
策
に
関
連
し
て
か
、
興
味
深

い
が
不
思
議
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
記
録
さ
れ
て

い
る
。
四
月
十
八
日
、
一
宮
田
植
祭
の
日
に

出
役
し
た
藤
蔵
は
、「
近
年
ニ
無
之
賑
々
敷

事
共
ニ
而
夥
敷
致
群
集
候
得
共
無
別
条
引
取

候
」
と
町
奉
行
に
報
告
し
た
。
し
ば
ら
く
し

て
四
月
二
十
四
日
、
連
日
の
雨
で
こ
の
日
も

同
心
組
の
出
役
は
な
か
っ
た
が
、
以
前
出
役

の
藤
蔵
か
ら
一
宮
の
市
町
が
近
年
に
な
い
群

集
で
あ
る
と
の
報
告
を
受
け
て
い
た
増
児
右

門
は
、
家
老
の
安
藤
丹
後
に
状
況
を
報
告
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
安
藤
か
ら
「
例
歳　
ハ
却

而
不
景
気
之
旨
」
と
聞
い
て
い
る
と
知
ら
さ

れ
、
そ
ん
な
は
ず
は
な
い
と
思
い
な
が
ら
出

役
の
同
心
た
ち
に
確
認
す
る
と
、
藤
蔵
と
共

に
出
役
し
て
い
た
又
六
も
淋
し
か
っ
た
と
証

言
し
て
お
り
、
藤
蔵
の
嘘
で
あ
っ
た
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

な
ぜ
藤
蔵
が
こ
の
よ
う
な
つ
ま
ら
な
い
嘘

を
報
告
し
た
の
か
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
、
一
宮
市
町
に
お
け
る
規

制
緩
和
も
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
効
果
は
な

か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

  

お
わ
り
に

　

四
月
中
旬
か
ら
五
月
四
日
に
及
ぶ
三
週
間

近
く
の
長
期
に
わ
た
る
一
宮
市
町
が
、
あ
る

時
期
或
い
は
時
に
よ
り
あ
る
程
度
の
賑
わ
い

を
成
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ

う
が
、
そ
の
賑
わ
い
は
江
戸
時
代
を
通
じ
て

持
続
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
少
な
く
と
も

十
八
世
紀
に
は
明
ら
か
に
衰
微
の
兆
候
が
現

れ
て
い
た
。

　

今
回
は
、
町
奉
行
日
記
と
い
う
限
ら
れ
た

資
料
で
、
し
か
も
中
山
神
社
境
内
と
そ
の
近

辺
で
催
さ
れ
た
芝
居
や
見
せ
物
に
伴
う
市
町

の
状
況
を
確
認
し
た
の
み
で
あ
り
、
宮
川
の

東
で
催
さ
れ
て
い
た
牛
馬
市
に
は
言
及
し
て

い
な
い
。
当
然
、
牛
馬
市
の
盛
衰
も
合
わ
せ

て
考
察
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
宝
暦
十
二

年
（
一
七
六
二
）
の
売
れ
残
っ
た
牛
の
福
引

き
の
記
録
な
ど
か
ら
す
れ
ば
、
こ
ち
ら
に
も

様
々
な
経
緯
が
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
明

治
以
降
の
牛
馬
市
の
賑
わ
い
は
そ
れ
と
し
て
、

江
戸
時
代
の
状
況
は
、
当
時
の
資
料
か
ら
明

ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

一
宮
の
市
町
は
、
中
山
神
社
の
芝
居
や
見

せ
物
と
狭
義
の
市
町
、
そ
し
て
川
向
こ
う
の

牛
馬
市
か
ら
な
る
複
合
的
な
催
し
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
藩
の
管
轄
も
様
々
な
部
署
が
関

わ
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
入
り
組
ん
だ
構
造

を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
他
の
神
社
の
市
町

と
は
違
い
特
別
だ
と
さ
れ
て
い
た
一
宮
市
町

の
実
態
を
究
明
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

ろ
う
。

耐震改修工事のため現在休館中です。耐震改修工事のため現在休館中です。

休館中の業務について休館中の業務について

T
S
U
H
A
K
U

T
S
U
H
A
K
U

博物館だより「つはく」
No.95  平成30年1月1日

［編集・発行］

［印 刷］

津山郷土博物館
〒708－0022　岡山県津山市山下92
Tel（0868）22－4567　Fax（0868）23ー9874
E-mail  tsu-haku@tvt.ne.jp

有限会社　二葉印刷

は、津山松平藩の槍印で剣大といい、現在津山市の市章となっています。

お知らせ

　耐震改修工事のため、平成３２年４月までの予定で、現在休館中です。皆様には大変ご不便をおかけいたしますが、

ご理解のほど、よろしくお願いいたします。

〇所蔵資料の閲覧について

　工事の進捗具合などにより、閲覧をお断りすることもございますので、必ず事前の予約をお願いいたします。　

　閲覧可能日：月曜日～金曜日（祝日・年末年始は除く）の午前９時～午後５時

〇頒布資料の購入について

　当館発行の頒布資料につきましては、原則郵便にて受け付けます。資料代金と郵送料を郵便小為替か、現金書留にて

当館へ送付ください。郵送料などの詳細はお問合せください。

〇当館へのお問合せについて

　休館中のお問合せなどにつきましては、引き続き当館までご連絡ください。（電話番号　０８６８－２２－４５６７）

　お問合せ時間：月曜日～金曜日（祝日、年末年始は除く）の午前８時３０分～午後５時１５分


